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NuonCheawasthesecondmostpowerfulmanintheCommunistPartyofKampuchea，ranked
afterPoIPot，knownasHBrotherNumberTwo”・UpholdingtheextremeMarxistideology，theParty
isnotoriousforsponsoringCambodia’sITiassacreduring1975－79whenitwasinpower・Befoテehe
advancedhispoliticalcareerintheCommunistPartyofKampuchea，NuonCheareceivedsecondary
andhighereducationinThailandinthe1940sandjoinedtheCommunistPartyofThailand（CPT）in
1950．Infact，theearlyexperienceofNuonCheainBangkokislittleknowntohistorians・
On12August2003theauthorconductedaninterviewwithNuonCheainPailin；afterthat・he
extendedhisresearchonyoungNuonChea，scareerinBangkokthroughmeetinghisCPTcomrades
inBangkokandcollectinghisacademicrecordsinhighschoolanduniversity・Basedontheinterview
researchesandotherdocumentssources，thispaperattemptstopresentyoungNuonChea’slifein
Bangkok．
NuonCheawasbornon7July1926inBattambangunderFrenchrule，theareawastransferred
to Thailandin1941andits resident held Thainationality up t01946．Nuon Chea，tOOk a nahle
RunglertLaodi，advancedhiscareerinBangkok・ResidingataBuddhisttempleWatBenjamabopit，
hestudiedatWatBenjamabopitHighSchool（1942－1943）andThammasatUniversityinitstwo－year
preparatorycourse（1944－45，7thgraduatingclass）anditsregularcourse（1946‾1950）・Whichheleft
beforeitscompletion・Heenrolled as alawstudentat ThammasatUniversityonlstMay1946・
RecruitedbyRuamWongphan（b．1922－d．1962，ThammasatstudentandCPT’smemberatthattime），
RunglertLaodi（NuonChea）startedhispoliticalcareerinleftwingDemocraticYouthmovementin
1947．Atthesametime，hewasemployedbytheMinistryofFinanceasaclerkishclasspublicofncer
inaroundearly1948．InOctober1948，hepassedexaminationsofthea11requiredsubjectsfortheBrst
yearofThammasat．InJanuary1950，hepassed7subjectsamong8requiredsubjectsforthesecond
year．」f＿＿he＿had＿CO虹inlled＿his＿旦ヒ1由yonemoreyear，itwasquitelikelyj9rhimtograduatefro甲
ThammasatUniversity．In1950，UdomCharoenrat（b．1929－d．2007），aThammasatstudentandNuon
Chea，scolleagueintheMinistryofFinanceatthattime，introducedNuonCheatojoinCPT・Nuon
Chea・sCPTcellwascomposedofonlythreemembers；Udomwasitshead・Shortlyafterentering
CPT，NuonCheapassedtheemploymentexaminationofclerkishpositionoftheMinistryofForeign
Affairs（AccordingtotheCivilServantAct，theclerkishpositionwastheonlypossiblepositionfor
thosewhohavenotgraduatedfromuniversities）．Inthelate1950，heabruptlyabandonedhislaw
studyatThammasatUniversityandhispromisingpositionintheMinistryofForeignAffairsiIlOrder
tojointheanti－FrenchstruggleinCambodia，hishomeland・
NuonChea，slifeinBangkokwasnotdifferentfromThaistudentscomingfromoutsideBangkok・
†早稲田大学大学院アジア太平洋研究科教授，Professor，GraduateSchoolofAsia－PacificStudies，WasedaUniversity
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Nuon Chea wasin fact one of thefirst generation ofhighly educated Thaimembersin CPT；
previously，mOStOftheCPTmemberswereChineseorChinesedescendentseducatedatChinese
prlmaryOrSeCOndaryschooIsinBangkok．
はじめに
2007年9月19日の朝日新聞ウェッブ版は次のように報じた。「70年代のカンボジアで国民の大虐殺
に関与したポル・ポト政権の元幹部らを裁く特別法廷の係官らが19日，同国西部ノ1イリンにあるヌオ
ン・チア元人民代表議会議長の自宅に入った。同日中にも身柄を拘束し，プノンペン近郊の同法延に移
すとみられる。元議長は故ポル・ポト元首相の側近として政権運営を担った最高幹部の1人。79年の政
権崩壊と内戦を経て，98年に投降。同派の拠点地域だったタイ国境に近いパイリンで暮らしていた。昨
年7月に設置された特別法廷では，今年7月に検察官が元幹部ら5人の本格捜査を捜査判事に要請。す
でにカン・ケク・イウ元収容所長が取り調べを受けており，残る3人の身柄も近く拘束されるとみられ
る。」
9月19日に逮捕監禁されたヌオン・チアは，翌年2008年2月4日に国連の支援をうけたジェノサ
イドを裁く特別法廷に初めて姿を現し，保釈を求めた。BBCのサイトは，同2月7日この保釈請求を報
じて，ヌオン・チアを“ExpertsbelieveNuonCheawastheideologicaldrivingforcebehindthe
regimeandresponsibleforitsmostradicalpolicies．”と評し，2008年後半に裁判が開始されるであ
ろうと報じた。
ヌオン・チアは1960年代からカンボジア共産党副書記長であり，“Brother Number Two”と称さ
れ，同党トップリーダーのポル・ポト（PoIPotpseudonymforSalothSar，1925－1998）に次ぐ地位に
あった。1975年4月17日，同党の軍隊はプノンペンを占領し，国名を民主カンボジアDemocratic
Kampuchea（DK）と改名したが，ヌオン・チアは民主やンポジアの国会議長を務め，また1976年9－
10月に，ポル・ポトが首相を辞任した際に，首相代理を務めた。1978年暮れベトナム軍がカンボジア
に進攻して以後も，ポル・ポトと行を共にした。1998年4月にポル・ポトが死亡した。ヌオン・チア
は，キュウ・サンノ1ン（KhieuSamphan，民主カンボジア時代の国家元首）とともに，同年12月25日
に，プノンペンのフンセン首相に，普通の市民として生活したいという投降の書簡を出し，フンセンも
これを歓迎した。以後パイリンのタイ国境で生活してきた。
カンボジア共産党及び同党が支配した民主カンボジア政府で重要な役割をになったヌオン・チアが，
バンコクで中等・高等教育を受け，タイの国家公務員にも採用されたこと，バンコクでタイ共産党の党
員になったことは，カンボジア現代史の研究者には比較的よく知られていることである。しかし，バン
コク時代のヌオン・チアの正確かつ詳細な実像に迫った研究は未だ存在しない。例えば，カンボジア近
現代史の研究者として著名なDavidP．Chandlerは，その著書の中でヌオン・チアについて次のように
紹介している。
NuonCheawasaSino－KhmerfromBattambang，bornintoaprosperousfamilyin1927．His
－86－
カンボジア共産党ナンバー・ツー，ヌオン・チア（NuonChea）のバンコク時代（1942年－1950年）
nameatbirthwasLauBenKon．DuringWorldWarII，WhenBattambangwasunderThai
control，hewenttoBangkok，Wherehecompletedhissecondaryschoolingunderthename
LongRuot．In1945heenrolledasalawstudentatThammasatUniversity，alsoinBangkok，
whereheearnedanacademicscholarship．HesoonbecameamemberoftheCommunistparty
ofThailandwithoutinforminghisfamily．Hewasprobablyinspiredtodosobyhiscousin
SieuHeng，WhohadalsospentpartofthewarinBangkokandhadjoinedtheIndochina
CommunistpartyinBattambangin1945・l
また，カンボジアの共産主義についての詳細な研究で知られるBenKiernanは，次のように述べてい
る。
Aroundthesametime［in1945］，LongReth，aKhmerlawstudentatThammasatUniversity
inBangkok，WOrkingpart－timeasaclerkintheMinistryofForeignAfFairs，WaS’fecruitedby
MuonandjoinedtheCommunistPartyofThailand・HemovedbacktoBattambangandsoon
transferredtotheICP．（In1960，underthenameNuonChea，hebecamedeputysecretaryof
theCommunistPartyofKampuchea．）2
上記の両者のヌオン・チアについての短い記述でも，彼の生年，クマサート大学人学年，タイで使用
した氏名，職歴，タイ共産党に参加した経緯などについて，正確さを欠いている。
2001年6月4日にAustralianBroadcastingCorporation（RadioAustralia）は“Cambodiangen0－
cideinvestigatorscallforThaihelddocuments”と題した次の報道を行っている。
CambodiangenocideresearchersareaskingaprestigiousThaiuniversitytohandoverthe
recordsofaseniorKhmerRougeleaderwhostudiedthere，Sayingtheymaycontainvital
evidence for any UN－SpOnSOred trial・Documentation Centre of Cambodia director Youk
Chhang，haswrittenaletterurgingThammasatUniversitytohandovertherecordsofNuon
Chea，theshadowy“BrotherNumberTwo”todictatorPoIPot・
ItsaysofncialsoftheUnitedNationssaystheUniversityarchiveswillbethekeysourceof
evidenceforthetribunals．InvestigatorsarekeenlyinterestedinNuonChea，WhowasDeputy
SecretaryoftheCommunistPartyofKampucheaandDeputyPrimeMinisterofDemocratic
Kampuchea．Nuon Cheaattendedlaw schoolatThammasatUniversityon an academic
scholarshipinthe1940sandlaterworkedforatimeintheThaiforelgnministry，henowlives
inPailininthenorthwestofthecountrywherehehasbeensincetheKhmerRougeresistance
ended3．
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しかし，これにクマサート大学が答えた形跡はない。たとえクマサート大学が答えたくとも，ヌオ
ン・チアがバンコク時代に使用した姓名が判らない限り，何万人もいる登録学生の中から同定すること
は不可能であろう。しかも，後述するように，2001年の時点では，ヌオン・チアのバンコク時代に彼と
行動を共にした老齢の元タイ共産党員たちさえも，かつてのクメール人の党員がポル・ポト派ナン
バー・ツーのヌオン・チアであることを知っている者は一人もいなかった。2003年9月以降に，筆者
がこれらの元タイ共産党員たちに会って，ヌオン・チア自身のロからかつての同志として彼らの名前を
聞いたことを伝えたので，彼らは1950年にタイ共産党からインドシナ共産党に転籍しカンボジアに
帰った人物（ルンロート・ラオディー）がその後ヌオン・チアと名乗ったことを認識した。この結果，
ルンロート・ラオディー＝ヌオン・チアという認識は，少数の元共産党員間には共有されるようになっ
たであろうが，今日に至るまで彼らはバンコク時代のヌオン・チアについて一般に公表することはして
いない。これは2008年7月20日現在，タイ語のウェッブ上で検索すると，ヌオン・チアのタイ名，ル
ンロート・ラオディー（紬か日面1ei，RunglertLaodi4）がタイ文字では一つもヒットがないこと
からも推測される。
ところが，同じ時にローマ字のRunglertLaodiで検索して見ると，長年カンボジア取材を重ねてき
たバンコク・ポストのタイ人女性記者NusaraThaitawatが，ヌオン・チアにインタビューし2006年
4月18E］のBangkokPost紙上に書いた記事がヒットした。また，彼女はその前日，即ち同年4月17
日付けで，DocumentationCenterofCambodiaのHP5にヌオン・チアの略歴を書いている。この両者
の内容は，当然のことではあるが，筆者らがヌオン・チアから聞いた内容と重なる部分がある。しかも，
ヌオン・チアは我々には明かさなかったバンコク時代の名を彼女には教えている。すなわち，上記HP
には，ヌオン・チアが1944年にタマサート大学（正しくはクマサート大学予科一筆者）に入学しRun－
glertLaodiというタイ名を使用したことが書かれているのである。一見筆者の調査研究の成果発表は
先を越されたように見えるが，良く読むと彼女はヌオン・チアが話したことをそのまま記しただけで，
他の文献や一次資料に当って検証することも，ヌオン・チアとバンコクで活動を共にした人物を捜し出
してヌオン・チアの談話と比較検討することもしていない。また，彼女は，この時代のタイ政治史につ
いて十分な知識がなく，当時の公務員の採用に関する法律制度についても無知であるため，事実誤認や
無理な解釈を下している。その結晃　彼女が記したヌオン・チアのバンコク時代の経歴や行動は，事実
とは相当にかけ離れた内容となってしまっている6。
2003年8月12日，筆者はカンボジア・タイ国境のパイリンに未だ自由の身であったヌオン・チア
を訪ね，タイ語で3時間20分のインタビューを実施した。その話のなかで彼は，自分がバンコク時代に
使用していた姓名は秘して明かさなかったが，卒業した中学はワット・ベンチャマボピット（WatBen－
jamabopit）校（同校の現在の校名は，マタヨム・ベンチャマボピット学校）であること，クマサート大
学予科7期生（7thgraduatingclassofpreparatorycourseforThammasatUniversity）であること
を明かにした。また，タイ共産党で同一細胞に属した人を含む5名はどの共産党員の名も挙げた。
これらの情報に基づき，筆者はまずヌオン・チアのバンコク時代の氏名がルンロート・ラオディー
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（RunglertLaodi，極細tⅥ如飼）であることを探り当て，彼が在学もしくは在職したマタヨム．ベ
ンチャマボピット学校，クマサート大学，タイ外務省に，この名の人物の記録があることを確認した0
同時に，ヌオン・チアがインタビューの中で名を挙げた元タイ共産党員など数名に面会し聞き取り調査
を実施した7。
本稿は上記の調査によって得た資料に基づき，青年ヌオン・チアが1950年にカンボジアに出発する
までのバンコクでの生活，政治活動をできるだけ詳細に跡づけることを試みる。本稿の成果は，単にヌ
ォン・チアの伝記の最も不明な部分を明かにするだけではない。彼が，バンコクで活動した1940年代
後半の時代は，タイにおける共産主義運動が既存の華人党員やベトナム人党員の枠を越えて，タイ人知
識人の中に初めて拡大していった時代にあたる0ヌオン・チアも，この潮流の中でタイ共産党の運動に
参加した知識人の一人であった○タイ共産党に関する既存研究においてヌオン・チアのタイ名が全く出
てこないことにも示されているように，この時期のタイ共産党の研究は極めて手薄である0本稿はタイ
共産党にタイ人知識人が入党するようになった，戦後初期のタイ共産党の活動を明かにする面において
も一定の貢献があるものと考えている。
1．パイリンのヌオン・チア
筆者らは，2003年8月12日，朝7時30分バッタンバン（Battambang）のホテルから借り上げた車
で西南西方向のパイリン（Pailin）に向け出発した8。町を出てパイリンに向かう意に入る。無舗装のでこ
ぼこ道だが，固い赤土なので雨が降っても車の通行には支障はない。路上ですれ違う自動車は殆どない0
二頭の牛が引く牛車を，何台か追い越した。タイでは既に消滅した牛車が，ここでは未だ運搬用の現役
として活躍している。道路の両側には平地の水田地帯が広がっている。平原の中に所々に低い岩山が点
在している。
車で行くこと1時間半ほどでパイリンへの入り口，WelcometoPailinCityとクメール語・英語で書
かれた標識が道路脇に立っ場所に達した。しかし，周囲は一面の畑で，Cityを恩わせるものは何もない。
バッタンバンからパイリンの入り口までは平地だったが，パイリンに入ると少し高くなる0しかし，山
脈は遠くに見える程度で，大部分は起伏ある丘陵地帯である。入り口の標識から行くこと40分にして，
やっと丘陵の上にあるパイリン市街に到着する。市街地には，市場や小さなホテルもあり，タイで言え
ば埠較的大きな郡庁所在地の景観である。この地はかつて宝石採掘の中心地として栄え，ビルマ人や
シャン人（クラーと言われる）なども出稼ぎに来て賑わっていた。今日でもシャン人が建立した二つの
ビルマ式寺院が小高い丘の上に残っている。しかし，ヌオン・チアの所在地は，ここではない0この市
街地から西北西方向に更に車で20分ほど，メイズやゴマを栽培する畑作丘陵地帯を走り，カジノのあ
るタイ国境まで行かなければならない。この辺りの丘陵の森林が失われたのは最近のようで，未だ焼け
こげた丸太が畑の中に転がっている。
体育館風のカジノ（CaesarInternationalCasino）の前に到着したのは10時過ぎであった。このカジ
ノはタイ側からカンボジア側に入ったばかりの所に建てられており，タイ側から多数のタイ人の庶民が
軽装でトランプ賭博に集まっている○カジノの入り口の前道には10軒はどの土産物屋が並んでいる0
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ヌオン・チアのパイリンの自宅（2003年8月12日）
ここでヌオン・チア宅に再度電話をして到着を告げた。ここから500メートルはど引き返し，地雷注
意！‾　の大きな絵入り看板がある場所で右折して小道に人らた○‾‾両脇にバンプーの茂みが点在する小径
を行くこと数分，右手に2軒の高床式の家が現れた。最初の家がキュウ・サンパンの家で，100メート
ルはど離れた奥がヌオン・チアの家であった。ヌオン・チアの家は木造，トタン屋根の高床造りで，居
間の外に2寝室程度の普通サイズの住宅であり，入り口階段横にはテレビ用の高いアンテナ柱が立って
いる0回りに警備や護衛者の気配は全くない。のどかで変哲もない農村の伝統式家屋である。キュウ．
サンパンもヌオン・チアも行動の自由を有しているようで，前者はしばしばプノンペンとの間を往復
し，我々が訪問した際もプノンペン滞在中のため不在であった。ヌオン・チアは妻，子供夫婦と同居定
住している0彼の子供夫婦はメイズやゴマの畑作に従事しており，畑作地は，イェンサリ（IengSary，民
主カンボジア時代の副首相兼外相）の息子から借りているという0この息子は現在のパイリンの有力者
である。
ヌオン・チア宅に上がると，彼は妻と1歳はどの孫と一緒であった。ヌオン・チアとの連絡の一切お
よび道中の案内を担当してくれた早稲田大学アジア太平洋研究科修士2年（当時）のカンボジア人留学
生OurnPheakinyさんが，カンボジア語で訪問者を紹介した。Pheakinyさんを含め訪問者4人全員
が，タイ語あるいはラーオ語を解するため・そののちはタイ語で会話した○ヌオン・チアのタイ語は，
タイ人のタイ語と何等変わらない。バンコクで中等・高等教育を受け，クマサート大学時代には3年以
上タイの国家公務員として働いていたのであるから当然かも知れないが，それは半世紀以上も前のこと
である0ヌオン・チアが自ら語ったところでは，1950年にカンボジアで闘争に入った後は，タイ共産党
との連絡も途絶え，タイ語を使用する機会は極めて限られていた。それでもタイ語を忘れなかったのは，
タイ語の本を読み，タイ語放送をきいているからだと言う○パイリンのこの地に移ってからは，年に数
回タイ領内のチャンタブリー（Chanthaburi）の医院に心臓病，脳梗塞などの加療のため通院し，その都
度タイ語の仏教関係の書物を買って来て読んでいるというOその例として，彼はブッククート（Buddha－
dasaBhikkhu），パユットー（P・A・PayuttoBhikkhu），パンヤp・ナンタ（PanyanandaBhikkhu）と
いうタイで著名な僧侶の著作を寝室から取り出して見せてくれた。居間にはタイ・サンガの大僧正プラ
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筆者とヌオン・チア（2003年8月12日）　　　　ヌオン・チア夫妻と孫（2003年8月12日）
ヤーナサンウォン師（SupremePatriarchSomdejPraYanaSangvorn）の写真も飾られている9。ヌオ
ン．チアはフランス語に堪能なようで，インタビューでも時々フランス語の単語を使った○
ヌオン．チアとのインタビューの6日後にプノンペンで会った，前出のYoukChhang（Documenta－
tionCenterofCambodia）氏は，ヌオン・チアはクメール人のインタビューには警戒から身構えて，心
を許さないが，一方，外国人には，時によっては詳しく話しをすることもある，なかでも，タイ語で質
問すると感情を込めて詳しくしゃべる，という噂だと語ったが，我々のインタビュ‾では，ヌオン．チ
ァは確かによくしゃべってくれた。これはタイ語の御蔭かもしれない0
2．ヌオン・チアの談話
ヌオン・チアは自分の出生を次のように語った01926年7月7日にバッタンバンの郊外のワット・
コー近くで生まれた。父は商売やトウモロコシの畑作の外にも，様々などジネスを手がけていた0母は
裁縫の仕事などもしていた。自分は7歳から就学したので子供のと‾有産来者t五感顧はな‾い0バッタシ
バンではフランス語とタイ語も学んだ。タイ語はクメール人には容易に修得できる言語である0家庭の
経済事情は，第一次大戦以前は大変良かったようだが，大戦以後はそれほど良くはなかった0母の父は
潮州から来た華僑であった。自分の父の姓は，ラオ（Lao）10で，父は旧正月や清明節には中国式に先祖を
拝んでいた。しかし，自分は，中国語は全く判らない。自分の妻は，カンポンチャナン（KampongChhT
nang）州の華人系だが純粋の農民出身である。彼女との問に4人の子供，10数人の孫がいる。（バッタ
ンバン地域はタイ仏印紛争の結果，日本の調停で1941年にタイ領に復帰したが，一筆者）1942年に
バッタンバンで中学4年を修了し，バンコクに出た。バンコクに行くとき，自分は独立国とはどんなも
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のかに漠然とした関心があった11。しかし来てみると，バンコクには中国人が多いのに驚いた。タイの商
業は中国人が殆ど牛耳っており，タイ人で商売に従事する者は少なかった。当時ベンチャマボピット寺
には，バッタンバン出身のクメール人僧侶が3名いたので，彼等の世話になった。同寺の僧坊に住み込
み，ベンチャマボピット学校の中学5年に通うことになった。中学6年を終えて，1944年にクマサート
大学予科12に7期生として入学した。ヌオン・チアという名はカンボジアでの闘争時代に使用するよう
になったもので，タイでは別の姓名を使用していたが，それは公開できない。クマサート大学予科に進
学しても同大総長のプリーディー・パノムヨン（PridiPhanomyong）と会話をするような機会はなかっ
た0日分は年少で，ただの学生の一人に過ぎなかったから。戦中に自由タイ運動に参加したことはない。
戦争が終わる前の1944年（ママ）（下線筆者）に「タイ青年会」（OngkarnYawachonThai）に参加
した0　この組織に加わったのは，華僑学校の校長をしていたルアム・ウォンパン（Ruam Wongphan，
1922・4・ト1962・4・24）に誘われたからである。ルアムとは一緒に部屋を借りて生活したこともある。ルア
ムが共産主義活動の罪で，バンコクで（1962年4月24日に－筆者）死刑に処されたことは，プノンペ
ンのソ連大使館の広報誌で知うたが，大変残念である。この組織には，一‾ルアムの他に華人系の女性二二才
ト・ボンダープペット13（Nit Phongdapphet1927－2000）やサノ・パーニットチャローン（Sanoh
Phanitcharoen1927年5月生），プラサート・サッブスントン（PrasoetSapsunthon1913－1994）の
妹ラムチアック（LamchiakSongkharak1926年7月生）らが参加していた。また，この活動の関係で
ローン・メークパイプーン（RoengMekphaibul）にも会った。サノは小柄な身体だったが，中国に長く
留まっているようだ。彼らとは，5月1日のメーデーにも参加した記憶がある。
タイ共産党の機関誌『マバーチョン』（Mahachon）14が公然と出版されていた時代には，同誌を好んで
読み，同誌の編集部を訪問してウドム・シースワン（UdomSisuwan1921－1993）15など共産党の理論
家と反仏闘争などについて議論したことがある。当初は同誌が共産党であることも知らなかった。ウド
ム．シースワンが書いた『タイの出口』16（ThangOokKhongThai，1950年4月刊）や，タイ語訳の
『共産党宣言』17（KamnotkanKhommiunist，1946年12月刊），プラサート・サッブスントン著『人生
観』18（Chiwathat，1949年9月刊）を読んだ。『人生観』の内容には当時から批判があった19。タイ共産
党の機関誌『マバーチョン』の外に，進歩的な新聞『シアンタイ』（SiangThai）も読んだ。
自分が在タイ時のクメール・イサラク（KhmerIssarak）運動は，いくつものグループに分かれている
上に，未だ正しい政策をもっていなかった。多くは運動に名を籍りて私利を図る団体であった。タイで
名を知られていたクメール・イサラク指導者Poc Khunには，バンコクであったことがあるが，P。C
Khunも私利追求の類であった20。タイ領内のスリン（Surin）県やブリラム（Buriram）県に住むクメー
ル系住民は，クメール民族意識に乏しい。自分が直接ベトナムで会った，ベトナム領内のクメール人は
心からクメール人としての意識を持っていた。バンコクのクメール人は少人数なうえ，タイ語を話して
いる。
自分の母の妹の夫である，カンボジア南部出身のSieuHengは，東北タイのスリン県でクメール．イ
サラクの活動をしており，時々バンコクにも出て来ていた。彼はその後ベトナム共産党と協力したが，
しかし，SieuHengが私をインドシナ共産党に招介したのではない。自分を紹介したのはあるベトナム
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人だ。その人はバンコクで活動していたTranVanGiau教授でもない。
バンコクでは大蔵省中央会計局（TheComptrollerGeneral’sDepartment，この局は，各政府機関お
よびその出先である県の各機関に対する国家予算の出納，それらの支出の監査を主な業務としている－
筆者）に就職し3年間働いた。同省には正規の公務員として採用されていた。朝夕マサート大学で講義
を聴いたのち，大蔵省の職場に出勤する生活であった。ここで1950年にタイ共産党に入党し，正式に
党員になった。党員になる前に6カ月間の候補期間があった。また，入党前は青年会で4年間活動した0
入党後所属した細胞（小組，タイ語ではヌアイ）は公務員の細胞で，大蔵省会計局に勤務する3名から
構成されていた。3人の内，一人はウドム・チャローンラットであった。もう一人の名は思い出せない0
タイ共産党の中にいたクメール人は自分一人だけであったと思う。大蔵省在勤中の1950年に外務省の
採用試験があったので受験し合格した。外務省に移ったのは，大蔵省の仕事は数字ばかりを相手とし将
来性がないと考えたからである。また，外交官になりたかったからでもある。しかし，外務省で働いた
のは1ヶ月程度に過ぎず，退職直後カンボジアの反仏戦争のために帰国した。外務省では，インドシナ，
ビルマを担当する部署に配属された。ここでラオスのフランス軍が，ラ㌢オ人を弾圧しているという報
告を読んだ記憶がある。タイ共産党員としてアメリカの朝鮮侵略（朝鮮戦争の勃発は，1950年6月25
日一筆者）に反対した。
ベトナムの覚とタイ共産党の上層部の話し合いで，自分のインドシナ共産党への党籍の変更が行われ
た。しかし自分の共産党歴はタイ共産党入党の時から計算されている。インドシナ共産党に移って後，
パイリンのサムロート（Samlot）地区に入り，反仏闘争のために村々で宣伝・訓練を担当した。しかし，
この時は未だ上層部には属さず，下部での活動であった。スターリンが死亡した年（スターリンは1953
年3月5日死亡一筆者）に，パイリンからタイ・カンボジア国境の町，アランヤプラテート（Aranya－
prathet）まで徒歩で行き，タイ人の振りをして，アランヤプラテートから国鉄でバンコクに入った。更
にノーンカーイ（NongKhai）に往き，ここでメコーン河を渡った。ラーオ・イサラ（LaoIssara）の人々
の案内で，徒歩や自転車でラオス内を通過し，ベトナムのHoaBinhに向かった。HoaBinhでは，ベト
ナム人教官から，自分を含むクメール人10人ほどが2年間訓練を受けた。ベトナム語が判らない人に
は通訳が付いていた。この地で，ラオスのスパヌウォン（PrinceSouphanouvong），シンガポール
（SingapoSikhoudchounlamany），カイソン（KaisonPhomvihan）らに会った0しかし，タイ人に会う
ことはなかった。1955年にプノンペン（PhnomPenh）に帰国した。フランスとの戦争が終わったのち
のことで，この1955年にプノンペンでポル・ポト（PoIPot）に初めて会っ五言自由耳に共産党の副書‾
記長に選出され，一貫してこの地位にあった。党内序列は，ポル・ポトに次ぎ二番目であった○どんな
党でも，たとえ僧侶の世界でも対立はある。自分とポル・ポトとの間にも小さな対立は存在した。しか
し，大きな対立，特に政策面での対立は存在したことはなかった。ポル・ポトは共産主義者としてのモ
ラルが高い人物だった。他人のものには手を付けないし，酒も飲まない。国を守るためには軍事力は必
要であるし，自衛は権利だ。自衛のためには，時には人を殺すことは，巳むを得ない義務である。自分
が闘争のためジャングルに入ったのは1970年のことだ。
1950年にタイを出国して以後，タイ共産党との連絡は全くなくなり，タイ人と会うことも極めて稀
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であった。記憶にあるのは1975年か1976年に自分が国会議長時代に，プノンペンを訪問したタイ共
産党のプルワン・ワンナシー（PluangWannasri，1922－1996クマサート大学予科5期生一筆者）と，
覚書記長の肩書きだったと記憶しているがチャート（Chat）という偽名を使う色白の人物に会ったこと
くらいだ。
毛沢東の本を読んだのは，反仏闘争が終わったのちで，プノンペンで購入したベトナム語訳を読んだ。
自分はクメール，ベトナム，タイ，ラーオ語を読むことができる。
国外に行った経験は，反仏闘争時代に中国を経てモスクワの平和大会に参加したこと，民主カンボジ
ア時代には，国会議長として中国，ベトナム，北朝鮮を訪問したことくらいだ。
（筆者等が，民主カンボジア時代のジェノサイドについて質問したのに対して）もし民主カンボジアが
人民を殺していたら，どうして革命に勝利できたであろうか，また，建てたばかりの自分の家を自ら焼
くような人がどこにいるだろうか。我々上層部の政策を下部で誤解した者がいたかもしれないが，上層
部は現場まで下りていって見る余裕がなかったので現場で生じていることを知らなかった。長時間労働
と食料不足のために多数の人が死亡したことを防ぐことができなかぅた責任は我々にあ各。、グメール・
ルージュ（ヌオン・チア自らタイ語でクメール・リュージュを意味するKhmerDaengと表現した）の
指導者は，善良な人間であり，盗賊や悪人の類ではない。知識も高い。ポル・ポトは，中国の周恩来と
同様にフランスに留学した知識人である。自分たちが権力をもっていた時のことについて，外部の人間
があれこれ批評するが，これはあくまで外の人間の批判だ。日本は自然環境に恵まれていないのに，ど
うして発展することができたのか。それは精神的な覚醒（tuntua）のためではないか。最も重要なのは思
想（thatsana），意志（nukkhit）である。日本が大国になることができたのは，思想（thatsana）と意志
（nukkhit）があり，自らの力で実践したからではないか。私が意図したことは，カンボジアでも恩想と意
志を高め，自らの力で実践することなのだ。人間の性格を変えることができるかどうかは，その人の属
する階級が最も重要である。最もよい階級は農民階級であり，彼らは最も信頼できる。一方，知識人は
指導（nam）しないとダメだ。
民主カンボジア時代に宗教を禁じたことはない。自分の両親も仏教徒であり，自分も仏教徒だ。自分
は現在特に禅に関心を持っている。子供の頃，バッタンバンの寺で火葬をみたとき，出家したいと思っ
たことがある。バンコクのベンチャマボピット寺に住んでいた頃は，毎週一回，僧侶の説教を聞いた。
クマサート大学に入学後も，大学で学び続けるか，あるいは一生涯出家しようかという考えの間で，気
持ちが揺れた。大学で学ぶのは何故か。タイ共産党の機関誌『マバーチョン』を読みながら，支配階級
や資本家に仕えたくはないと恩った。仏教と共産主義は類似のものが多い。ただ，仏教は非暴力（不害：
アヒンサー）であるのに対し，共産主義は暴力を行使する点が異なる。仏教を儀式として理解してはい
けない。仏教徒も共産主義者も，怒（Dosa，暁意）や無知（Moha，愚痴）など仏教でいうところの三毒
を抑制しなければならない点では同じだ。仏教の説く善行は共産主義者のモラルとも合致する。人民の
信仰は，迷信等を除き，共産党は尊重しなければならない。クメール・ルージュが支配した時代にも，
憲法上に信仰の自由はあった。決して宗教を禁じたことはない。信仰するかしないかを選択する権利は
存在したのだ。勿論，民主カンボジア時代は，宗教よりも建設が重視されたことは事実だが。極左ある
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いはアメリカやベトナムの手先であるスパイどもが，人民を害するために宗教を破壊したのだ。現在自
分はブックタートの本を読んでいるが，その本で説明するところの縁起説などは，マルクスの理論を知
らないと理解するのは難しいであろう。現在自分は体が不自由で寺院に行くことはできないが，妻はし
ばしば寺院に参っており，今朝も行ってきたところだ。
外国人が自分について書いたものは，不公平で偏見に満ちている。例えば，Chandler（冒頭に引用し
た研究者一筆者）は，自分を訪ねてきたこともないが，間違ったことを多数書いている。ジャーナリス
トで私にきちんとインタビューした者は，NateThayer（インタビュー時FarEasternEconomicRe－
viewの記者一筆者）くらいだ。自分はまとまった書物を書いたことはない。また，今後も自分のことを
書くつもりはない。私の伝記は人民に書いてもらいたいのだ。
3．ヌオン・チ7のタイ名はルンロート・ラオディー（RunglertLaodi）
プノンペンからバンコクに戻った筆者が先ずやるべきことは，ヌオン・チアから得た情報をもとに，
彼がバンーコクで使用もた氏名を探り也すことであるでハエユタ時代の彼の名前が判らなガればTト彼が名
を挙げた元タイ共産党員のタイ人たちに会っても話しの糸口がつかめない。それに筆者は，これまでの
元タイ共産党員たちとのインタビューの経験から，共産党との関わりについて積極的に話す元共産党員
は少ないことを知っている。1930年代後半から40年代のタイ人による共産主義運動草創期において最
も重要な役割を担ったウィロート・アムパイ（WirotAmphai，中国名，黄君玉）のように，何回電話を
してもけんもほろろで，会ってさえくれない人もいる。それ故，ヌオン・チアがタイで使った氏名を特
定することが先決である。
まず，ヌオン・チアが所属したクマサート大学予科7期生名簿を手に入れ，それらしき名前がないか
どうかを見ることにした。ヌオン・チアも語ったようにタマサート大学予科7期生は，1944年前半に
入学し1946年前半まで2年間在学している。手に入れた7期生名簿21には，1439名の名があった。こ
の数に漏れがあるかどうかは判らないが，七期生の総数は大体この程度であったのだろう。思ったより
も多い数である。名簿にはタイ語のアルファベット順に氏名が並んでいる。最初から見始めて，半ばを
過ぎた辺りに，ルンロート・ラオディー（RunglertLaodi，細雨日面1飼）という名に出くわした。
直感的に，これがヌオン・チアではないかと推定した。その根拠の一つは，本稿冒頭に引用したように，
バンコク時代のヌオン・チ了の名をDavidP．ChandlerはLongRuotと，またBenKiernanはLong
Rethと書いていることだ。これはRunglertに近い。もう一つの根拠は，Laodiというファミリーネー
ムである。ヌオン・チアは父の姓はLaoであったと筆者らに語った。Laoは中国人の姓で，漢字で書け
ば「劉」であろう。華人系タイ人は，タイ式のファミリーネームを作る際に，中国の姓の発音をその一
部に取り込むことが多い。姓のLaoに良いという意味のdiをプラスしたLaodi（「良きLao」）もそのよ
うな華人風のファミリーネームの作りになっている。
RunglertLaodiがヌオン・チアだと見当をつけて，次に，この名前が，彼が学んだというベンチャマ
ボピット学校の卒業生リストにあるかどうかを調べた。
ベンチャマボピット寺は，チュラーロンコーン王が建造した由緒ある寺で，チットラダー宮殿や首相
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府に隣接したバンコクの中心部にある。マーブル（大理石）寺院という別名で知られバンコクの有名な
観光スポットとなっている。大理石で造られたウィハーンにはスコータイ仏が鎮座し，回廊には世界中
から奉納された多数の仏像が安置されている。後方には多数の僧坊が連なり，その隣にベンチャマボ
ピット学校がある。ヌオン・チアは，この僧坊に止住するバッタンバン出身の僧侶の世話になり，この
僧坊に居住してワット・ベンチャマボピット学校に通学した。このような居住通学形態はヌオン・チア
に限ったことでなく，今日に至るまで地方出身のタイ人青年男子がバンコクの学校に進学する場合には
多く見られることである。本稿で取り上げるタイ人共産党員，プラサート・サッブスントン，ルアム・
ウォンノヾン，サノ・パーニットチャローン，ソムクワン・ピチャイクンらも地方から出てきてバンコク
の寺院に住み込んで上級学校に学んでいる。
筆者は，2003年9月3日にベンチャマボピット学校の教員室を訪問した。卒業生名簿は総てパソコ
ンに入力されており，簡単に検索できるという。早速，ルンロート・ラオディーを調べてもらう。確か
にこの名前はあった。学籍番号は4467番，1942年度に中学4年（Mo．So．4）修了，1943年度には中学5
年－（Mo．So．5）．を卒業して，すマサート大予科に進学したと記録されてい－る。1943年度卒とは1944年前
半の卒業であるから，クマサート大予科7期生の入学時と符号する。一つ疑問が残るのは，通常中学6
年を卒業して大学予科に進学するのだが，彼の場合は中学5年で卒業し，大学予科に進学していること
である。単純な入力ミスか，あるいは戦争中の特殊事情で繰り上げ卒業になったのだろうか，理由は卒
業生名簿を検索してくれた教員にも判らなかった。
これでルンロート・ラオディーがヌオン・チアであることはほぼ確実となった。あとは，ヌオン・チ
アが名を挙げた人物たちが，ルンロートと共に活動したことを認め，その活動内容がヌオン・チアの話
した内容と符合すれば万全である。そこでヌオン・チアが，大蔵省中央会計局の同僚であり3人でタイ
共産党の末端組織（細胞）を構成していた一人であると明言したウドム・チャローンラットと連絡を
取った。
調査時期は前後するが，タイ外務省所蔵の古い『外務省公務員リスト』（BatraichukharachakanKo．
To．）にルンロート・ラオディーの氏名があることを確認したことを先に書いておきたい。2004年8月
に外務省の知人に連絡して，この氏名の確認を依頼した。結果は，ルンロート・ラオディーという氏名
があり，「外務省に仏暦2493年入省，退職」という簡単な記録が付されているという。ルンロートが仏
暦2493年即ち西暦1950年に入省したことは確実だが，入省月日や所属役職などは記載されていない。
逼画妄卑官あ亮画右転示示二面天子‾元妄外商酋貞ゐ詰‾テ料1950年に入省と記載された行の
直ぐ下の行に退職とだけ書かれているから，同じく1950年に退職したと推測されるという。そうだと
すれば，1950年に外務省に入省し，一ケ月程度で退職したというヌオン・チアの談話と全く一致して
いる。また，彼が3年間在職したという大蔵省にも，職員リスト中に彼の名が残っているかどうかを尋
ねた。しかし大蔵省は，1986年以降の退職者の記録しか保存していないという回答であった。それ故，
ルンロート・ラオディーが，1940年代後半に大蔵省に在職したかどうかは大蔵省の保管資料からは判
らなかった。
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4．ウドム・チャ口車ンラット（UdomCharoenrat，1929－2007）との面会
2003年10月，プラチュアップ・アムパサウェート（PrachuapAmphasawet，1919年生クマ
サート大学予科2期生）からウドムの電話番号を聞き，ウドムに連絡した。プラチュアップは戦後初期
のクマサート大学における代表的学生指導者であり，勇敢かつ断固として戦う指導ぶりによって，活動
仲間の信望が高い。2000年には『回天』（PhlikPhaendin）というタイ現代政治史の大著を出版した奇特
な老政治家である。（2003年10月には同書の続編も出版した）
ウドムに電話して，プラチュアップから紹介されたこと，8月にカンボジアでルンロート　に会った
ら，ウドムの名前を覚えていたことを告げ，ルンロートの写真も撮って釆たから是非会って話しを聞き
たいと頼んだ。ウドムは，ルンロートという名に直ちに反応した。「ルンロートは未だ生きていたのか，
随分前に落馬して死亡したと聞いていたのだが」，と。結局，彼が信頼するプラチュアップ22と一緒なら，
会ってもよいと面会を承諾してくれた。
2003年10月22日の昼間，国会に近いのでタイの政治家がよく利用するホテルの一つ，ThaiHotel
で3時間に亘って，ウドム，ん－プラザユーアップ両氏に面談した。一
初対面の筆者にウドムは，比較的よくしゃべってくれたが，留保した点も少なくない。これは初対面
のインタビューでは当然のことで，多数のタイ人政治家にインタビューしてきた筆者が，しばしば経験
したことである。正確かつ詳細な情報を得ようとすれば何回も会って信頼されるようにならなければな
らない。ウドム，プラチュアップの両氏がPailinまで筆者のアレンジで旧同志ルンロートに会いに行き
たいと希望したこともあって，その打合せを理由として2005年3月半ばまで，ウドムと何回も電話で
話す機会を得た。2003年12月にプノンペンを再訪した際には，同所からPailinのヌオン・チアに電話
して，ウドム，プラチュアップ両氏の訪問について諒解も得た。しかし，近い親戚の中には外交官とし
て出世した者もいるというウドムは，老いて耳が遠くなってもなおタイ現代史の究明に関心が強いプラ
チュアップほどには，ヌオン・チア訪問には熱心ではなかった。訪問の話はいっの間にか立ち消えと
なってしまい，ウドムも2007年に他界した。
ヌオン・チアがバンコクで活動を共にしたと名を挙げたタイ人のうち，筆者が最初にインタビューし
たのは，ウドムである。彼との話からヒントを得て，次にインタビューすべき相手を捜したのだ。しか
し，ヌオン・チアが，ウドムと大蔵省で職場を共にし，ウドムを紹介者としてタイ共産党に入党したの
は，在タイ期間中の最末期である。本稿では，叙述が時間的に逆転して理解が困難になることを避ける
ため，筆者のインタビューの順序ではなく，ヌオン・チアがタイで知り合い活動を共にした時期が古い
人物から先に取り上げることとする。
5．ルアム・ウォンパンと「タイ青年会」運動
ヌオン・チアは筆者との面談で，ルアム・ウォンノヾン（RuamWongphan，1922．4．1－1962．4．24）に誘
われ，1944年（下線筆者）に「タイ青年会」（OngkarnYawachonThai）に参加したこと，その際ルア
ムとは一緒に生活したことがあること，また，ルアムが共産主義活動の罪で，バンコクで死刑にされた
ことを知っていると述べた。「タイ青年会」活動は，ヌオン・チアの政治経歴の出発点となった活動であ
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り，ヌオン・チア理解のためにはこの団体の実態をできるだけ明らかにする必要がある。
ヌオン・チアが青年会活動に参加した年は，1944年で間違いないだろうか，1944年時にこのような
団体が存在したことに懐疑的な筆者はヌオン・チアとの面談時にも3回も聞き返したが，彼は戦争が終
わる前のことで1944年であったと同じ答を繰り返した。果して，ヌオン・チアがいう1944年に活動
に参加したという話は，記憶違いではなく事実であろうか。筆者の高齢者たちとのインタビューの経験
では，どんなに記憶のよい人でも半世紀以上前の話しでは，たとえそれが本人にとって重要な事柄で
あっても数年のずれがあることは珍しくない。ヌオン・チアは，筆者との面談で1950年に共産党に入
党する前に4年間青年会活動をしたとも述べている。もし1944年に青年運動に参加したとすると数が
合わない。そもそもこの青年会はいっ，だれが創立したのであろうか。ヌオン・チアをこの団体に誘っ
たルアムとはどんな人物なのであろうか。以下，これらの点を検討したい。
ルアムは1962年4月24日に独裁者サリットの命令により，裁判の機会を与えられることもなく
「国外の外国人から指令を受けて国王を元首とする民主主義体制を転覆し共産主義体制に変えようとし
た」23容疑で銃殺刑に処された‾ので，彼とイ∵／タビュ‾－するすべはない。‘しかし，文献資料や関係者の話
を基にして彼の経歴をある程度正確に明かにすることは可能である。
ルアムはスノ1ンブリ一県BangPlama郡TamboIMakhamlomの農家の長男24として1922年4月1
日に生れた。某中学に学んだ後，1941年度に中学の最後の学年（6年生）の1年間のみを，名門スワン
クラープ校に学んだ。彼と同時期に転入して同様に最後の一年だけ在学して卒業した者には，1961年
から死亡する1979年までタイ共産党総書記の地位にあったチャローン・ワンガーム（CharoenWan－
gam，1925－1979），スティー・ナートウォラタット（SuthiNatworathat，1927年生，商業省外国貿易局
長，クーニン内閣商務大臣）がいる。また，当時3年制（中学4，5，6年）のスワンクラープ校に中学4
年生から在学し，転入後のルアムたちと同学年になった者に，元首相ターニン・クライウィチアン
（Thanin Kraiwichian，1927年生）や共産党元中央委員のサムクワン・ピチャイクン（Somkhwan
Phichaikul，1926年9月生）がいる25。彼らは1941年度，即ち1942年前半にスワンクラpプ校を卒業
した。バンコクの富裕層の子弟が多いスワンクラープ校で，地方出身の貧乏学生であったルアムは同一
境遇のソムクワンやチャローンと親しく付き合ったようである。
当時大学に入るには中等教育6年を出たのち，2年間の大学予科を卒業するか，同等の教育を受ける
ことが必要要件であった。1941年度すなわち，1942年前半に中等教育6年を終了したルアムは大学予
科に入らず，バンコクのWang Buraphaにあったプラ・ナコン商業学校に進学し，2年間（1942／
43，1943／44の二学年）学んで，大学人学資格を得て，1944年7月19日26にクマサート大学に入学登録
した。学生登録番号は，17857番。届出住所は，タマサート大学と河を挟んで反対側にあるバンコク
ノーイ運河を入って直ぐ左手にあるワット・アマリントララーム寺第9僧坊である27。
ルアムは1944年5月未だ商業学校に在学中に，チュラーロンコーン大学の新聞学夜間コースを受講
している。新聞学夜間コースには友人のチャローン・ワンガームの外にウィロート・アムノ1イ28などタ
イ共産党のメンバーも通っており，ここで共産党との接点ができたものと恩われる。
タイ共産党の労働指導者で，党内有力者の一人であったダムリ・ルアンスタム（DamriRu－
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angsutham1923年6月生，中国名は呉椎葉）は筆者に次のように語った。即ち，ウィロートの系統
（サーイ）は，知識人即ち党機関誌『マバーチョン』のサーイである。ルアムの入党は，ウィロートの系
列が行った，ルアムは戦後，啓光学校（1946年6月に海南人の逸崖同郷会が創立し29，左翼の符開先が
校長一筆者）が関学すると，同校のタイ語校長に就任し，この校長時代に共産党員に入党した30，と0
後述するラムチアックも，ルアムが入党したのは，戦後のことであり，彼女の兄のプラサート．サッ
ブスントンの入党（プラサートが共産党入党を公表したのは1946年12月6日である31－筆者）より少
し前だと語った。また，死亡するまでタイ共産党の実質最有力者と言われたウィラット．アンカタ‾
ウォン（WiratAngkhathawon1921－1997，張遠の名で知られる）の妻ハープン（PaPhung）は，ルア
ムは戦争中ではなく，戦後になって間もなくタマサート大学の共産党系の学生運動を指導したと筆者に
語った32。
ルアムの妻は彼の処刑後長らく火葬に付さなかった。彼女はようやく1995年4月23日になって火
葬したが，その際，出版した葬礼記念本は，彼の略歴を「ルアム同志は，第二次大戦が終息後，革命運
動に参加した。『マバーチョン』誌の時代には学習会を組織する運動に加わった。「タイ青年協会」（Sa－
makh。mYawachonhaengPrathetThai）時代にはファシズム独裁に抵抗する運動に参加した。クマ
サート大学学生の最も初期の運動に参加した」33，と記している。
以上より，ルアムは戦争末期にタイ共産党のウィロートらと接触があったことは推測されるが，革命
活動に参加したのは第二次大戦戦後であり，共産党に入党したのは，1946年半ば頃であることが判る0
彼が入党するに当っては，共産党機関誌『マバーチョン』に同誌所有者と記載されているウィロート．
ァムパイの外に，同誌で記者をしていたスワンクラープ校の同級生チャローン・ワンガームも関係して
いるであろう34。
次に，「タイ青年協会」とは何であろうか。
これは共産党系の共青団でないことは確実である。タイ共産党系の共青団に相当する，So・Yo・To・
（タイ国青年連盟）が成立したのは，1949年末1950年初である35。これ以前は，本稿で後述するように
共産党員の青年グループが存在してはいたが，これは既に入党した青年の非公式グループであり，入党
以前の青年団体ではない。So．Yo．To．成立以前は「共青団」的団体は存在していなかったので，入党者
も当然「共青団」を経ることなく直接共産党に入党していた36。
サノ．パーニットチャローンは，共産党の指令により，1947年4月10日（正しくは4月7日一筆
者）に王宮前広場（サナーム∴完アン）でタイ青年グループ（KlumYawachonThai）‾と百う名で，軍事
独裁復帰のための軍事クーデター計画に反対するに集会を開いたと書いている37。共産党機関紙『マ
バーチョン』1947年4月13日号の報道によればこの集会の主席はローン・メークパイプーン（Roeng
Mekphaibul）で，サノは進行係であった。この記事にはルアムの名は見出せない。また，サノは筆者と
のインタビューでは，更に詳しく次のように述べた。
1947年4月10日（ママ）に反軍事クーデターの集会を開催した。この集会の後に「タイ青年会」
（OngkarnYawachonThai）が組織された0この団体の長はルアム・ウォンパンであった0この団体は
公然面で活動した。この団体内の共産党員は当初は，ルアム，サノ，ローン・メークパイプーンの3人
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のみであった。ローンは，ルアム，サノより少し後に入党した元陸軍下士官（Sipto）で，サノより8歳
年長で酒飲みであった。その後，ソムクワン，ニコン（入党後間もなく活動を止めた），労働運動指導者
ワート・スントンジャーモン（WatSunthonchamon，1892－1954）の娘ガンダーらが加わり，多いとき
には党員は10人くらいになった。ルンロートはフランス語がよくできたので，自分はルンロートを連
れて青年会関係の外国人に会いにいったことがある。
サノのいう，ルアムを長とする「タイ青年会」（OngkarnYawachonThai）が実在し，公然と活動した
ことは，1947年9月1日当時のBangkokPost紙の次の記事から裏付けを得ることができる。即ち，
「SiameseYouthOrganizationが主催して，・昨日サーラナロム公園で開催した公開演説会で，何人かの
弁士（全員が国会下院議員一筆者）が，（1946年11月17日のタイ仏紛争処理協定により一筆者）タイ
がフランスに失ったインドシナ領土に関して，国連へ訴えるか，もしくはフランスとの交渉によって再
返還を求めるべきだと述べた。この演説会ではクマサート大学学生ルアム・ウォンパンが司会をし，次
の開催主旨を説明した。…」38『マバーチョン』1947年9月7日号もこの集会を報じルアムをタイ青年
会主席p（PrathanOngkarnYawachonThai）と紹介してい－る。
また，後述するソムクワン・ピチャイクンは筆者に次のように語った。
ロンドンでソ連系の青年団体the World Federation of Democratic Youthの大会が開催された
際，（多分1945年11月10日に開催された創立大会のこと－筆者）イギリス滞在中のチュラーロ
ンコーン大学教師サノ・タンブンユpン（Sanoh Tambunyun）がタイの青年代表として参加した。
彼は帰国後（タイへ帰国のためイギリスを離れたのは1947年4月14日一筆者），タイでもDemo－
CraticYouth運動を企画した。1947年11月クーデターの前に，イギリス人がバンコクに来て，バ
ンコクの国立博物館（正しくは回立博物館隣の芸術局国立劇場一筆者）を会場として，ラオス，カ
ンボジア，ベトナム，マラヤからの青年代表をも集めた国際民主青年大会を開催した。何人もの
チュラーロンコーン大学の先生たちが，教え子を率いて参加し，クマサートの学生も多数参加した。
開会式にはティアン・シリカン（TiangSirikhan）大臣が来て挨拶した。この会議の後に，タイでも
「タイ青年会」が発足した。本来は「民主青年会」とすべきだが，「民主」の語は刺激的なので捨て，
「青年」（Youth）だけを使ったのだ。このYouth運動に，ルアムもソムクワンも参加した。スワンク
ラープの同期生であったスティーも，参加するに至った経緯は知らないが参加していた。スティー
はその後アメリカに留学し，入党はしな‾示った。ノ高　二トもY。uthで活動していたかも知れない
が，その時には，自分と付き合いはなかった。タイ共産党への入党者が増加するのは，1947年11
月クーデターの後のことなので，それ以前のYouth運動では共産党の影響力は限られていた。
ソムクワンのいう国際民主青年大会が開催されたのは1947年9月14日である。『マバーチョン』
1947年9月21日号及び『全民報』1947年9月15日号の報道では7カ回の青年が参加し，青年が団結
して世界の平和と民主を維持することと各民族の独立運動を支持することを呼びかけた。ルアムはタイ
青年会代表として主席団主席を務めた。
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以上より，ルアムの葬式本にいう「タイ青年協会」とは，サノやソムクワンのいう「タイ青年会」と
同一であることが判る。ヌオン・チアが1944年にルアムに誘われて参加したというタイ青年会とは，
実はイギリスで　ソ連系のWorld Federation of Democratic Youth運動に参加したサノ・タンブン
ユーンが，1947年4月以降に，タイに帰国後タイでも結成するように提唱し，ルアム・ウォンパンやサ
ノ・パーニットチャローン，ソムクワン・ピチャイクンら共産党員も参加して組織された青年団体のこ
とであると考えて間違いない。この団体は国際的にはDemocraticYouthと称されたが，タイではただ
Youthと称されたようだ。
ヌオン・チアがタイ青年会運動に参加した年は，1944年はあり得ないと考える根拠は次の通りであ
る。①ヌオン・チアにタイ青年会参加を勧誘したのはルアムであるが，ルアムが共産党に入党したのは
46年半ばである。44年時点ではルアムは未だ政治運動を開始しておらず，ヌオン・チアを誘うことも
あり得ないこと。②ヌオン・チアはタイ青年会運動で活動を共にした人として，ルアムの外にサノ，ラ
ムチアックらの名を挙げたが，後述するように彼らは活動に参加したのは1947年初以降だと証言して
いること，‘③ルアムを長とずる‾タイ青年会の成立はへ194‾7‾年半ば前後であること，④ヌオンiチアがク
マサート大学予科に進学したのは1944年前半，ルアムがクマサート大学に登録したのは，1944年7月
であるが，予科と大学本科とは別物なので，多数の予科生，大学生が存在するなかで，両人が知り合う
機会が存在したとは考えられないこと，⑤ヌオン・チアは1950年に共産党に入党するまで，4年間タ
イ青年会で活動したと述べているが，もし仮に44年から青年会に属していたのであれば，50年まで足
かけ7年属していたことになり，数が合わないが，47年から計算すると50年まで丁度4年であるこ
と。
その後のルアムを簡単に見ておくと，彼はタイ共産党の最初の中国共産党への研修派遣員の一人とし
て，1949年5月に中国に発った。出発時点まで啓光公学のタイ人校長をしており，同校の女教師と結婚
して2カ月に過ぎなかった。同校タイ人校長は後述するように親友で共産党員のソムクワンが引き継い
だ。タイに戻ったのは，1957年。中国では雲南省のタイ族地区，西双版納で農民工作活動に従事した。
帰国後中国での農民工作の経験を生かして郷里のスパンブリーで農民工作を開始した。1961年の共産
党第三回大会では政治局員に選出された。1962年2月22日スパンブリーで警察に追われ翌日逮捕さ
れた39。4月24日サリット首相が自らルアムを一時間尋問したが，ルアムは秘密を漏らさずサリットを
怒らせた。この日の18時にバーンクワーン監獄で銃殺刑に処された。軍事独裁者サリットの不当な弾
圧は共産党に武闘の準備を急がせることとなった40。
6．サノ・パーニットチャローンの回想
ヌオン・チアが名前を挙げた元共産党員，サノ・パーニットチャローン（Sanoh Phanitcharoen，
1927年5月生）には，FaDiowkan誌編集者ThanaphoIYiwsakul氏の紹介で，クマサート大学にて
2005年3月26日の昼間に3時間半はど面談することができた。サノは中部タイのアユタヤ県Bang
Ban郡出身で1927年5月に生まれた。父方祖父は海南島から移民して来た華僑で，父はタイ生れの華
人（故人）で，一方，母の父はアユタヤのペルシャ系の住民で，母の母の先祖はウィエンチャン出身で
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あるラーオ人であった。しかしサノの両親は全くタイ式の生活をしていた。サノは6人兄弟姉妹の末っ
子で，長兄がバンコクの名門寺ワット・ボーウォーンニウェートで出家していたので，長兄の僧坊に居
住し，小学校4年から中学6年までを同寺の付属学校で学んだ。卒業後クマサート大学予科に6期生41
（ヌオン・チアより一年前の期で1943年度入学，1944年度卒業一筆者）として入学した。1944年7月
末にピブーン内閣が総辞職したが，その後ピブーンを批判する論文を日刊紙スワナブーム紙に投稿した
ことが契機となり，同紙で働くようになった。1946年後半イサラタム紙のチヤローン・チャイチャナ
（Charoen Chaichana，1907－1983）編集長から英文の共産党宣言を借りてタイ語訳し，同紙上に連載し
たのち，一冊の書物として刊行した。1946年の大晦日の日にウドム・シースワンから入党を勧誘され，
3カ月の候補期間ののち入党した。入党の際の紹介者は，ウドム・シースワンとウィロート・アムパイ
の二人であった。（当時戦後の国内政治の混乱から，軍事クーデターの噂が飛び交い，またピブーンが政
界復帰の意思を公表したので－筆者），共産党員の青年たちは，1947年4月10日（正しくは，4月7
日42－筆者）に反軍事クーデターの集会を開催した。この集会の後に「タイ青年会」（OngkarnYawa－
chon‾Thai，通称Youth）が租織‾された。この団体の長はルアム・ウォンパンであった。この団体は公然
面で活動した。この団体内の共産党員は当初は，ルアム，サノ，ローン・メークパイプーンの3人のみ
であった。後には前述のように10人くらいになった。ルンロート（ヌオン・チア）は，フランス語がよ
くできるので，自分はルンロートを連れてYouth関係の外国人に会いにいったことがある。
ソムクワンはルアムと大変親しかった。当時ルアムはクマサート大学から河を渡って直ぐの場所にあ
るワット・ウィセートカーン寺近くに住んでいた。1947－48年当時の共産党の青年組織の中心は，ルア
ムとサノであり，この組織は『シャムの声』というガリ版刷りの新聞を出していた。この新聞をソムク
ワンやルンロートが配布していた。ルンロートと最も親しかったのは，ソムクワンだったのに，ソムク
ワンはルンロートの入党に関わらず，その後入党したウドム・チャローンラットがルンロートの入党紹
介人になったことは不思議である。1947年11月の軍事クーデターの後，自分はウドム・シースワンを
通じてウィラット・アンカターウォンの紹介で華僑学校である南洋中学に就職した。1951年11月24
日にバンコクを発って中国に行き，1993年11月9日に初めてバンコクに戻って来た。連続して42年
間も中国にいたことになる。自分は中国行きを希望していたわけではなかったが，47年11月軍事クー
デターに対する覚上層の対応をだらしないと批判したことが上層部の耳に入って彼らの信頼を失った。
彼らは私を邪魔者扱いし，口封じのために中国に追い払ったのだ43。
ヌオン・チアがサノのことをよく記憶しているのと同様に，サノもルンロート（ヌオン・チア）のこ
とを良く記憶していた。1947年当時，ルンロートは，末だ共産党員ではないが，共産党系の団体であっ
たYouthの共産党員たちと付き合い，Youthの活動に参加していた。ヌオン・チアは，筆者へのインタ
ビューで入党する前に4年間タイ青年会の活動をしていたと語ったが，それは正にこのYouthでの活
動のことであると考えて間違いない。
7．プラサ細トとラムチアックの証言
ヌオン・チアが名前を挙げたもう一人の人物，ラムチアック・ソンカラック（Lamchiak Songkha－
－102－
カンボジア共産党ナンパp・ツー，ヌオン・チア（NuonChea）のバンコク時代（1942年r1950年）
rak1926年7月生）を2003年12月21日に，バンコクのラートプラオ区セーナーニコムの自宅に訪
問した。彼女はプラサート・サッブスントンの実妹である。ヌオン・チアはプラサートの著作『人生観』
を読んだと語っているので，まず，プラサートについて，筆者が1981年に彼にインタビュー（Inter－
viewwithPrasoetSapsunthonatBangkokon16June1981）した古い記録などをもとに簡単に紹介
したておきたい。1980－82年当時，バンコクで調査研究に従事していた筆者は，プラサートがロイヤル
ホテルで毎月開く「民主軍人グループ」の定期講演会に出席したのみならず，ラーマ6世通りのソー
イ・サーサナーの自宅にも何度か訪問して，教えを乞うたことがある。彼は，筆者にとって尊敬に値す
る数少ないタイ政治の師の一人であった。
プラサートは南タイのスラタニー県の地方支配層の出身。南タイ出身者が多く世話になっているバン
コク，サームセーン通りのワット・ラーチャティワート寺（ラーマ4世王が即位前に出家していた寺院
として名高い）の僧坊に住み，1933年半ばにチュラーロンコーン大学文理学部（現文学部）に入学し，
1937年初めに文学士の学位を得て卒業した。同大学文理学部は仏暦2478年度（1935／36）卒業生から
学士号を出すこ七になり，プラサ宗トは文学士第三期生であ・る－。彼はサイ社会で大卒が極めて珍しかっ・－
た時代のエリートである。彼は大学でローン・サヤマーノン（RongSyamananda）講師の下で歴史学を
専攻した。この時代の大学学部案内（Prospectus）44を見ると，教科書や参考図書は英語であり，相当の
英語力を身に付けたと思われる。これが，戦後共産党員になって自らマルクス主義文献を英語で読み，
知識を増大させることができた理由だと思われる。彼は大学2，3年生時の1934－36年に，チュラーロ
ンコーン大学学生クラブ（全学生が会員）の雑誌『マバーウィタヤーライ』（Mahawityalai，大学の意）
の編集長として，著名知識人多数に執筆を依頼して，意欲的な編集を行った。例えば，1934年12月発
行予定の号について「本号のマバーウィタヤーライはど多数の執筆者を集められる雑誌，本誌に比肩で
きる雑誌は他にない」（『Mahawityalai』Vol．12，No．5，Nov．1934表紙裏）と広告している。プラサー
ト自身も，同誌にいくつかの詩を載せている。かれはその後も詩人として『ェーカチョン』などの雑誌
の常連であった。クマサート大学を創立したプリーディー・パノムヨンに対抗して，チュラー大の学生
を政治基盤にしようとしてピブーンが，チュラー大に援助を与えて接近してきたことから，プラサート
はピプーンと接点ができた。戦中にピブーン派文化人が出版した『文学報』（Wannakhadisan）でも常連
寄稿者となっている。大学4年生の仏暦2479年（1936／37）度はチュラーロンコーン大学学生クラブの
会長（前年の2478年度の会長は文理学部理系のサノ・タンブンユーンで，彼は前述の通り1947年に
ィギリスからD。m。CraticY。。th運動をタイに持ち帰った人物である）。プラサート元ib37年初めた
卒業後，同年11月7日に行われたタイ政治史上最初の直接選挙にスラタニーから立候補したが，次点
で落選した。その後，他の文理学部の卒業生たちの多くと同様に中等学校の教員として就職した。彼が
就職したのは，スワンクラープ校である。同校の歴史地理の教師として，ルアムやソムクワンの世代を
教えた。彼は1938年11月12日の総選挙にも立候補したが落選。この後ピブーン政権は戦争を理由に
総選挙を延期し，次の総選挙は46年1月6日まで実施されなかった。この3回目の選挙で彼は初当選
することができた。当選時は無所属であったが，民主党の創立に加わった。しかし，反共法廃止を提案
するために民主党を脱党。反共法廃止を提案した動機は，特別なものではなく，民主主義体制の下では
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反共法はあるべきではないという考えと，議員として何か仕事をしたいという気持ちからであった。そ
れに共産主義のイメージは，戦後のタイでは決して悪くはなかった。（彼の提案した反共法廃止案は
1946年9月12日の国会下院で，49対37で可決された－筆者）。この後，タイ共産党の方から入党勧
誘のために接近してきた。最初に覚の代表として訪ねて来たのは，共産党機関誌『マバーチョン』誌に
同紙所有者と明記されているウィロート・アムパイであった。それまではタイ共産党との接触は全くな
く，タイに共産党が存在していることさえ知らなかった。同党は1942年12月1日に創立されていた
のだが，共産党は労働者（多くが華人系）や華僑学校の生徒の中で活動しており，プラサートが住んで
いた世界とは，全く違ったために接点がなかった。今ではチュラーロンコーン大学文学部の学生の大半
は華人系であるが，彼が同学部に在学していた時代は華人系の学生は殆どいなかった。当然，覚の出版
物も見たことはなかった。勧誘に来た共産党のリーダーたちと幅広い意見の交換を行った。意見交換の
ためにプラサートを訪問した共産党のリーダーたちは，ウィロートの他に，年配で現在は死亡したプラ
パン・ウィラサック（PraphanWirasak，1900－1974筆名はPho．NaSukhothaiなど。中国名：朱曳
林45），『マバーチョン卦の編集長サック，・スノヾ⊥カセpム（SakSuphaka岳em，191ノ8二？），ウ下ム・シーズ
ワン（UdomSisuwan），1961年までタイ共産党総書記であり中国にも一緒に行ったSongNophakhun
（中国名：余松46）である。この結果，（元々仏教理想主義の傾向があった47－筆者）プラサートは共産主
義の理念に共感し，1946年11月か12月初に入党した。入党した時は党内の役職はなくヒラ党員で
あったが，タイ国会における唯一の共産党議員であった。
覚の事務所（『マバーチョン』の事務所に同じ）には，マルクス・レーニンの英語の書物が完備されて
いた。他の人は中国語しか読めなかったので，主にこれらの英書を読んだのはプラサートであった。タ
イ共産党幹部はマルクス・レーニンを読むことをあまり好まず，中国語で毛沢東のもののみを読んでい
た。このようにプラサートと他のタイ共幹部とは知識獲得のソースが異なった。プラサートはマルク
ス・レーニンから始め，毛沢東のものも英語で読んだ。それでタイ共幹部も，プラサートは彼らよりも
マルクス・レーニン主義について通じていることを認めていた。
1947年11月8日の軍事クーデターは自由タイ派（プリーディ一派）政権を倒すことが目的であっ
た。ピン・チュンハワン（Phin Chunhawan）中将，ピプーン元師らの退役軍人たちが政権に戻ってき
た。クーデターグループは，自由タイ派を弾圧し，同派の政治家を多数殺した。しかし共産党は直接の
打撃は受けることはなく，我関せずと公然と党機関紙『マバーチョン』の発行を継続した。プラサート
はクーデターによって民選国会が廃止され，国会議貞の職を失職したので，『マバーチョン』誌のスタッ
フとなり，同誌に「人生観」を連載した。この連載記事はその後まとめて一冊とされ，プラサートが中
国に発った後に（1949年9月に－筆者）出版された。しかし，プラサート自身，同書は楽しい読み物と
しての価値しかなく，マルクス主義に関する重要な基本書，教科書としては使えない，と考えている。
執筆時は未だマルクス主義について十分な知識がなく，進歩的な立場の自由主義を内容とする書物で
あったからだ。1949年5月に，プラサートは共産党から中国に派遣された。これがタイの共産党が中国
に派遣した第一陣である。同行者は，ダムリ・ルアンスタム，ルアム・ウォンノ1ン，ソン・ノッバクン
などであった。当時は中国内戦の最終段階であった。共産党が天津を奪取した後は，国民党側は投降し
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たので北京を攻撃する必要はなかった0プラサートが着いた時は共産党が北京に入城して間もない頃
だった。
プラサートは1946年末に入党した後，2年少し経った1948年に非公式に中央委員に任命された。こ
の任命は党大会で選出されたものではない0タイ共産党は1942年の第一回党大会で役員を選出した
が，その後第二回大会までの間は，適当な人を非公式に中央委員に任命していた48。創立から10年して
開催された第二回党大会で，公式に中央委員を選出された。プラサートが入党した時は，共産党は民主
主義路線を採っていたので，彼と党の問には何の問題もなかった0民主主義はよいことだと賛成して入
党したのだった。しかしその後，党は武力闘争路線に変更したので，彼はこれに反対し，1954年頃一年
近く北京在住のタイ共産党員内で激論したが，結局彼の民主主義路線の主張は覚の主流派に容れられ
ず，彼は別の道を歩むことになった01958年に帰国し，逮捕されたが獄中で特高警察への共産主義指南
が評価され釈放された49。
次に，ラムチアックのインタビュー談話を見てみよう0プラサートは8人兄弟姉妹の2番目，妹のラ
ムチアッグは7番目である。彼女は兄に遅れること1カ月，即ち1947年初には入党した0郷里のスラ
タニー県にいた末っ子の8番目の妹Songsriも共産党に入党したo Songsriは同県で1954年に死亡す
るまで共産党員であった。すなわち，プラサートの8兄弟姉妹中3名が入党したことになる0初期のタ
イ共産党では，夫婦や親子，兄弟姉妹で入党しているケースが多い。
ラムチアックは，チュラーロンコーン大学会計学部3年まで学んで退学した後，西洋人の会社（宝石
加工販売）に就職した。そこで1年間勤務した頃に，入党した0彼女によれば，共産党内の青年グルー
プで，時々集まって政治についての意見を交換した0そのメンバーは次の通りであった0すなわち，仲
間中，年齢も最も高く，かつ信用のあったルアム・ウォンパンがリーダー，ニット・ボンダープペット
（戦争中よりの女性党員で党内の地位が高かった一ラムチアックの発言0以下の括弧内も同じ）が副リー
ダー格で，サノ・パーニットチャローン（中国に派遣されたがタイ共産党指導部とうまく行かなかった0
1957年頃，サノはソ連にロシア語学習のため留学したいと希望したが，タイ共産党は認めず，結局重慶
でロシア語を学ぶこととなった。同地で中国人と結婚した。サノは華人系のはずだが，中国語は上手く
ない），ニコン（公務員，党員であったが妻の反対で活動を止めた），ソムクワン・ピチャイクン（大蔵
省中央会計局の公務員，中国に派遣され，帰国後東北タイで活動中逮捕された。その後のことはよく知
らないが，妻が金持ちで子供はアメリカに留学しているという），ワート・スントンジャーモン（戦後プ
ラサートより先に共産党に入党した労働運動家，弁護士）のむすめ，それにラムチテ詩らがメシノ1＝
であった。このグループは，特定の名称をもった正式の組織ではなかった0しかも共に活動した時間も
短期間であった。このグループには，ルンロートというクメール人はいなかった。抑もこのグループ内
にはクメール人は一人もいなかった。また，この党員の青年グループの外に，共産党系の「学生グルー
プ」が存在した。後にウィラット・アンカターウォンと結婚した共産党員パー・プンや，後の内務省労
働局長ニコム・チャントラウィトゥン（NikhomChanthorawithun，共産党に入党はせず。クマサート
大予科4期生）が主要メンバーであった500両グループは，大きな行事（例えばメーデーなど）では行動
を共にした。チャローン・ワンガームは共産党機関誌『マバーチョン』に勤務しており，両グループと
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は関係なかった0チャローンはおとなしく礼儀正しい性格（リアブローイ）で，ウィラットなど覚中枢
に気に入られて党内で出世した。
ラムチアックは，パスポートなしで49年11月に中国人の道案内人とタイ人女性（Nongyao
Praphatthit51）の計3名でバンコクから船に乗り中国に向かった。49年12月6－10日に北京で開催さ
れるAsianWomen’sConferenceに出席するためであった52。この後，1年間はタイ，マラヤ，シンガ
ポールから来た華僑子弟を訓練する青年訓練班で学習した。訓練を受けたのは20～30歳くらいの青年
男女で，人数は100人から200人程度であった0その後，マルクス・レーニン学院にて1956年まで学
んだ。
その後，10年間ほど北京放送に勤務した後は家庭の主婦0夫は1949年2月26日のプリーディ一派
のクーデターに参加して中国に逃れてきたクマサート大学学生で，北京大学でタイ語教師をしていた。
1982年に始めタイに一時帰国し，その後何回か往復した後，1992年に最終的に北京を引き払い帰国し
た53。
以上から，ヌオーン・チアは共に活動した人物としてラムチアックの名を挙げたが，ラムチアッークの方
は記憶していないことが判る0ラムチアックのいう共産党内の青年グループは，その構成メンバー，時
期から見て，サノの語った「タイ青年会」内の共産党員グループと同一のものであろう。ルンロート（ヌ
オン・チア）が共産党に入党したのは1950年であり，1947年当時には未だ「タイ青年会」の周辺で活
動していたに過ぎず，友人でもないラムチアックの記憶には残らなかったのだろう。
次に，サノもラムチアックも共産党で共に活動した人物として名を挙げ，かつ，サノが1947－48年時
にルンロートと最も親しかった人物であると語ったソムクワンの証言を見てみよう。
8．ソムクワン・ピチャイクンの回想
ソムクワン．ピチャイクン（SomkhwanPhichaikun，1926年9月生）には，2005年4月1日午後
に，バンコク郊外のラーマイントラのショッピングセンターの蜘誹店で3時間近く面談することができ
た54。彼の話は次のとおりである。
自分は東北タイのナコンラーチャシーマ一県のバーン・ライ（BanRai）郡の出身で1926年9月4日
に生まれた0地元で小学校4年を終えてのち，バンコクのワット・ラカン寺に止住する同じ村出身の僧
侶を頼ってバンコクに出た0日分の父はバンコクで15年間出家したことがあり，帰郷して村長（Phu
YaiBan）をしていた0母の弟もバンコクに出て，弁護士をしており，両親は自分に高等教育を与えた
かった0バーン・ライ郡から国鉄シーキュウ駅まで徒歩で3～4日歩き，それから汽車でバンコクに出
た。ワット・ラカン寺の僧坊に住み，私立の中学3年を卒業したのち，1939年に国立名門校であるスワ
ンクラープ校の中学4年に入学した。当時のスワンクラープ校には中学4年から6年までの3学年し
かなかった0ワット・ラカン寺で世話になっている同村出身の僧侶は，10人もの学生を預かっており，
金銭的な余裕がなかったので，自分は一年中同じ服一枚で過ごした。スワンクラープ校は総じて金持ち
の子弟が多かったが，学力試験で入学の合否を決めたので，地方出身の貧しい者でも学力さえあれば合
格できた。同校で3年間同級生であったクーニン・クライウィチアン（1927年生4月生，スワンクラー
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プから42年クマサート大学予科5期生に進学，48年クマサート大学学士，53年ロンドン大学法学士，
54年イギリスバリスター，55年タイ法務省勤務，最後は最高裁判事。76年10月6日事件後に首相に
就任，左翼弾圧の反動政策で有名0現在は枢密院議員一筆者）は金持ち組で，自家用車の送迎で登下校
していた。自家用車で送迎されている学生は当時クーニンを含めて5人しかいなかった0ターニンのス
ヮンクラープ校同期生には，その後共産党に入党した者が，自分の外にも，ルアム・ウォンパン，チャ
ローン・ワンガーム（1961年タイ共産党総書記，79年総書記在職のまま死亡一筆者）などがいるから，
クーニンは学生時代に同級生から共産主義の影響を受け，その反発から強固な反共主義者になったと書
いているものもあるが，これは事実ではない○学生時代のクーニンは，政治に関心を有しない，全く右
派の人間であり，自分たちとは意見を交換したこともなかった0しかし，自分と付き合いが全くなかっ
た訳ではなく，自分の母の葬儀の際にはクーニンも出席してくれた。スワンクラープ校6年生進学時
に，チャローン・ワンガーム，ルアム・ウォンパン，スティー・ナートウォラタット（1927年生，商業
省外国貿易局長，クーニン内閣商務大臣一筆者）が同校に転入してきた。この3名がスワンクラープ校
に在学したのは，6年生の時だけで1年間に過ぎない0バンコクの富裕層の子弟が多いスワ、ンクテープ
校で，地方出身の貧乏学生である自分とルアムは異色であり，境遇が似ていたので親しくなった0しか
し，1941年度（即ち1942年前半）に同校を卒業後は，ルアムは商業学校に進学し，自分はクマサート
大学予科5期生として進学したので3年間会うことはなかった0再度，ルアムに会ったのは，彼がクマ
サート大学に入学してからである（クマサート大学は予科を経ずとも中学6年卒後2年以上他の学校で
学んだ者も入学資格があった0ルアムはこれに該当する。）同級生になったチャローン・ワンガームは，
同じクラスにいたが，親しくロを聞くことはなかった0チャローンもクマサート予科には進まず，商業
学校に進学した。自分やクーニン，スティー，チャローン，ルアムらのクラスは，同学年で最も成績優
秀な者（試験成績が70パーセント以上）のみが属する，Kingクラス（HongKing）と言われるクラスで
ぁり，学生同士の成績競争が激しく相互に親しくなる雰囲気はあまりなかった0
1942年半ばにクマサート大学予科に5期生（1942年増←43年度在学）として入学した0同期生には，
クーニン，スティー，プルワン・ワンナシーなどがいる。予科五期生は15学級あり，最も成績優等な第
一クラス（Hongl）から第三クラスまでをHongKingと称した。ターニンは第一クラスだったが，自分
は第二クラスと第三クラスの間を往き来する成績だった0日分の成績がこの程度で終わったのは，教科
書を購入する金がなかったためであり，残念であった01944年前半に予科を卒業し，タマサート大学に
進学した。（クマサート大学アーカイブの資料では，ソムクワンがクマサート大部≡蜜諒tため1ま∴
1944年8月23日で学生番号17727番55，筆者）O予科卒業後，Donmuang飛行場の日本軍基地の建設
を請け負っていた日本の建設会社，海外土木で働いた。仕事は建設労働者の監督で，日本人上司とは英
語で意思疎通した。日本軍関係で働いたのは，単に所得を得るためであり自由タイ運動とは何の関係も
なかった。海外土木には戦後日本財産が敵産としてタイ政府に凍結・接収（1945年9月一筆者）される
まで働き，続いてタイ政府が開設した対連合軍協力事務所に勤務した。この事務所は，タイ政府が連合
国に代って在タイ日本資産（敵産）を接収管理するために設置したものである560日本資産の自動車を接
収に行った者の中には，車一台を着服して金を作った者もいた。自分はシーパヤーにあった日本の大き
－107－
村　嶋　英　治
な繊維品倉庫を接収に行ったが，服を数枚貰っただけに過ぎない。月給は150バーツと高給であった
が，臨時の仕事であり間もなく失職した。
自分が共産党に入党したのは，1947年のことである。入党紹介者はウドム・シースワンとスワンク
ラープ校同期生で親友のルアム・ウォンパンであった。ウドム・シースワンはどんな問題でもマルクス
主義の理論によって説明することができ，また情勢分析も明解であったので，当時知識層から高い尊敬
を受けていた0『マバーチョン』の記事で少し理論的なものは，全てウドムが書いたものであった。自分
はウドム．シースワンから最も影響を受けた。プラサートの著作『人生観』も少しは影響があった。ル
アムを入党させたのも，ウドムである。共産党の末端組織では，自分はウドム・シースワンのサーイ（系
統）に属していた0共産党員は，自分の属す系統の中でのみ活動すべきもので，他の系統のことを知ろ
うとすることは党の規律に反する。当時，自分が共産党員として連絡を取lっていたのは，ウドム．シー
スワンとルアムだけである。
ロンドンでソ連系の青年団体WorldFederationofDemocraticYouthの大会が開催された際，（多
分将45年11月10日に開催された創立大会のことこ筆者）イギリズ滞在中のチニラ‾－ロンコーン大学
教師サノ・タンブンユーン57がタイの青年代表として参加した○彼は帰国後（帰国のためイギリスを離
れたのは1947年4月14日一筆者），タイでもDemocraticYouth運動を企画した。1947年11月の
ク‾デター以前に，イギリス人がバンコクに来て，バンコクの国立博物館（ママ）を会場として，ラオ
ス・カンボジア，ベトナム，マラヤからの青年代表をも集めた国際民主青年大会を開催した。この大会
の長も，サノ・タンブンユーンが務めた。何人ものチュラーロンコーン大学の先生たちが，教え子を率
いて参加し，クマサートの学生も多数参加した。開会式にはティアン・シリカン大臣が来て挨拶した。
この会議の後に，タイでも「タイ青年会」が発足した。本来は「民主青年会」とすべきだが，「民主」の
語は刺激的なので捨て，「青年」（Youth）だけを使ったのだ0このYouth運動に，ルアムもソムクワンも
参加した。スワンクラープの同期生であったスティーも，参加の経緯はしら‘ないが参加していた。ス
ティーはその後アメリカに留学し，入党はしなかった。ルンロート（ヌオン・チア）もYouthで活動し
ていたかも知れないが，その時には，自分と付き合いはなかった。タイ共産党への入党者が増加するの
は，1947年11月クーデターの後のことなので，それ以前のYouth運動では共産党の影響力は限られ
ていた。
連合軍協力事務所の仕事がなくなって失職したので，大蔵省中央会計局やタイ国銀行の坪田率垣を堅
けた58。中央会計局の局長はクマサート大学で授業ももっていたので，クマサート大学生を好んで採用
していた。私が中央会計局に採用され在職していた時に，ルンロートが同じ局に採用されたので同僚と
なった。ルンロートは色白で，性格がよかった。私とルンロートは一年間大蔵省の職場を共にしたが，
その一年間は，他に気の合う友人もいなかったし，未だ二人とも子供気分が抜けていなかったので，ど
こに行くにも行動を共にし，毎日一緒に食事をしていた0私はワット・ラカン寺に宿泊していたが，ル
ンロ‾トはワット．ベンチャマボピット寺に宿泊しており，彼の住む僧坊に泊まったこともある。彼の
小遣いは自分より多く，私に食事をおごることもあった0ルンロートはフランス語がよくできた。クマ
サート大学予科の入試ではフランス語の試験では一番だったと聞いたことがある。自分もフランス語学
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習に興味があったので，勉強のために彼とはできるだけフランス語で話すように努め，タイ語，フラン
ス語の混じり合った会話をしていた。彼とは当時市販されていた『マバーチョン』を読んで議論をした
り，共にウドム・シースワンの著作を読んだりした。当時ルンロートはカンボジア人としての愛国心が
強く，自国のフランスからの独立問題，貧困の問題などに関心が高かった0
日分がルンロートと付き合っていた時期には，彼はルアムとは連絡はないようであった0ルアムは
（タイ共産党の中国派遣の第一陣として1949年5月59に一筆者）中国に派遣されることになったので，
それまで勤務していた海南人の啓光公学のタイ人校長の職を辞した。その後任に自分が就いたので，大
蔵省は退職した。大蔵省退職時の月給は35バーツと安かったが，初任給は更に安く24バーツに過ぎな
かった。啓光公学に移って200バーツの月給を得た。大蔵省を退職したのちは，ルンロートに会う機会
はなかった。2年ほど校長職を勤めたが，共産党員に対する取締逮捕の恐れが強くなったので，サコン
ナコン県のティエン・シリカンの学校の教師に転職した。彼の学校は一校ではなく各郡に点在してお
り，その間を巡回しながら英語を教えた。1952年に共産党から中国に派遣され，3，4年で帰国した。
帰国後はバンコクの中学で英語教師をし一ながらぅ党活動を続け，一当時覚の拠点があったコーチートに
定期的に連絡に行っていた。1961年のタイ共産党の第3回党大会は，参加者が一堂に会した大がかり
なものではなく，地域毎に少人数の会議を開く形式で開催された。自分はコーラートの会議に出席した
が，参加者は3名に過ぎなかった。1967年，自分は共産党の中央委員であったが，身近な者が裏切り，
共産党関係者100人以上が逮捕された。自分もその一人で，警察に拷問を受けそうになったが，母の妹
の息子が当時陸軍士官学校長という軍の要職にあったので，彼が警察に電話をかけてくれて拷問は免れ
た。結局5年間投獄された。出獄後はタイ湾の東海岸の都市ラヨーン市で薬局を開いた0同地には妻の
母がおり，最近まで同地で商売していた。同市の市長の顧問を務めたこともある○子供は4人おり，二
人はアメリカに留学した。その内の一人は，インターネット関係のビジネスを起業した。
ソムクワンは大蔵省中央会計局を，1949年5月ごろに退職するまで，ルンロートと一年間職場を共
にし，親密な付き合いがあったこと，ソムクワンが既に在職しているところに，ルンロートが入省して
きたと語っている。一方，ヌオン・チアは1950年まで中央会計局にSamianとして3年間在職したと
語っている。これらから推定すると，ルンロート（ヌオン・チア）が中央会計局に就職したのは，1947
年末か1948年前半であろう。
9．ウドム・チャローンラットの回想
1ヌオン・チアが，1950年にタイ共産党に入党した際，同一職場（大蔵省中央会計局）で同一細胞に属
していたとして名を挙げたウドム・チャローンラットにインタビューをした経緯については前述した。
面談したウドムは，まずルンロートが生きていたことに驚いた。彼は1975年4月に民主カンボジア
が成立した後，ルンロートのことを思い出して，かつてタイ共産党中枢にいたピン・プアオーン（Phin
Buaoon，1931－1999）に，ルンロートの消息を尋ねてみたことがある。ピンの答えは，ルンロートは森の
中で落馬して随分前に死亡したと聞いているというものであった。ウドムは，ピンの答えからタイ共産
党の中枢部さえもルンロートがヌオン・チアであることを全く把握していないかったことが判ると筆者
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に述べた。
ウドムはルンロートの印象を次のように語った。通常クメール人は色が黒いが，ルンロートは中国系
のようで色が白かった。おとなしくて礼儀正しくソフトな人当りの人で，力を誇ったり，男らしさを誇
示するようなタイプではなかった。寺院に長く住んでいた人であるから，人殺しをするような人ではな
い。ルンロートに会ったら，どうしてクメール・ルージュがあのようなジェノサイドをしたのかを聞い
て見たい。
筆者が，ルンロート（ヌオン・チア）は仏暦2493年（1950年）にタイ共産党に入党したと語ったが，
と問うと，ウドムは，そうか，ルンロートは記憶力がいいではないかと答えて，事実であることを認め
た。
ウドムが語った彼の経歴は次の通りである。自分は，1929年4月1日にウボン県の農家に生まれた。
某中学6年を卒業後，（1946年に一筆者）クマサート大学予科（8期生60）に進学した。自分の実兄もク
マサート大学に学んだし，妹の夫は外交官である。予科卒業後，（1948年7月8日に61－筆者）タマサー
ト大に登録した。‾大学在学中の‾1949年含月26日‘のプリ，－ティ‾一派グ’－デクー‾の頃，－大蔵省中央会計
局の出納課（KongThanathikan）にSamian（末端の書記官吏）として就職した。Samianは正規の一般
職（パーマネント職）の公務員である。出納課とは国家予算の出納を管理する重要な役割を担う課で
あった。（同課は1995年2月10日の中央会計局組織改革により廃止されるまで存続した62－筆者）自
分がこの課に就職した時には，ルンロートは既にSamianとして同課に在職していた。その後，ルン
ロートが退職して外務省に移るまで，彼と約一年間，職場を共にした。ルンロート（ヌオン・チア）は，
私を含む同じ職場の公務員3名63でタイ共産党の細胞を作っていたと言ったそうだが，それは事実であ
る。自分が1950年に未だ中央会計局在職中のルンロートを勧誘して，入党させたのである。自分がこ
の細胞の長（HuanaNuai）であり，ルンロpトはこの細胞メンバー（LukNuai）であった。もう一人のメ
ンバーは年齢が上で，現在（2003年当時）80歳くらいであろう。その名は伏せておきたい。それは，
ソムクワンではない。ソムクワンが中央会計局に勤務していたことは事実だが，私の細胞ではない。ソ
ムクワンはその後，華僑学校のタイ人校長をしていた。また，後に入党するサムパット・プンプラデッ
ト（SamphatPhungpradit，クマサート大学予科第7期一筆者）も中央会計局に勤務していたが，当時
は未だ党員ではなかった。
ルンロートは外務省の入省試験を受けて合格し採用されたが，一カ月程度勤務しただけで，カンポジ
アに帰った。ルンロートは自分にクメール・イサラクの活動家でスリンにいたクメール人の親類の話し
をしたことがある。また，SieuHengは親類だと言っていた。SieuHengではないが，カンボジアの共
産主義活動全体を取り仕切っていたベトナム人と自分は一緒に6カ月はど暮らしたことがある。その人
の名前は思い出せないが，私がルンロートに会って話せば，直ぐに判るだろう。ルンロートはカンボジ
アに住む親類で，運動の長である人物と連絡を取っていた。この長がベトナム側と連絡をしていた。こ
の人物によってルンロートは組織内で出世したのだと思う。ルンロートがタイに居た1950年までのタ
イ共産党の共産主義理論レベルは低かった。プラサートの『人生観』などの書物はあったが，これは扇
動の書であり理論書ではない。タイ共産党員が理論を身につけたのは，中国に派遣され中国で学習する
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ことによってであった。故に，ルンロートがタイで共産主義についての高いレベルの理論を身につけた
とは考えられない。自分の推測では，ベトナムで訓練されて理論水準を高めたのであろう。
ルンロートが帰国してから大部経ってから，（1951年に64－筆者）自分は，中国に派遣された。中国で
は「呉楊」（WuYang）という名を用いた。（1957年に65，筆者）中国からタイに帰った後，タイ共産党
と見解が異なり離党した。タマサート大学に復学して1964年に卒業した。
10．タマサート大学学生台帳（AcademicRecords）に見るヌオン・チア
ルンロート・ラオディー（細雨＝雨滴）がクマサート大学予科に第7期生として1944年前半
に入学したことは前述した。入学時は丁度，第二次大戦の末期に当り，連合国軍のバンコク空襲も開始
され，一方自由タイ運動も本格化した頃に当る。クマサート大学第8期生のウドム・チャローンラット
によると，第7期生は，まともな授業は入学後1カ月程度しか受けていない。ルンロートと同期生（第
7期生）である，元国会議長プラムアン・サパーワス（PramualSaphawasu，1927－2002）の葬礼記念
本には「父（プラムアンー筆者）はクマサート大学予科第7期生に入学したが戦争が数Lpくな局七た軌
学校は閉鎖され，郵送の方法で学習せざるを得なかった」66と書かれている0
ルンロート・ラオディー（下から3行目）のタマサート大学登録簿
ルンロート・ラオディーのタマサート大学登録簿（続）
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タマサート大予科7期生はそれでも翌45年には第二学年に進級した。クマサート大学に保存されて
いる，「クマサート大予科第7期生第2学年（1945－46年）名簿」によると第二学年生のクラスは全部で
24クラスあるが，ルンロート・ラオディーの名は，第9クラス（Hong9）の筆頭にある67。
筆者がこの点をウドムに語ったところ，ウドムは「それではルンロートの成績は，優秀な方だ」とコ
メントした。クマサート大学予科では第一クラス（Hongl），第二クラス（Hong2）など番号がっいてい
た。番号の数が少ないほど，成績上位者のクラスであったからである。
タマサート大学文書館保存の「クマサート大学，学士課程登録名簿，登録番号15026番から20000
番まで」によれば，ルンロートがクマサート大学に登録したのは，1946年5月1日で登録番号は
19770番である。登録時の記録から，次のことが判る。即ち，ルンロート・ラオディー（ヌオン・チア）
は，1926年7月7日生れ，登録時年齢19歳，住所はドゥシット区の69番（ベンチャマボピット寺の
現在の住所は69RamaVRoad，DusitDistrictなので，同寺の住所であると思われる一筆者），父の名
はプラサート（Prasert），母の名はソムブーン（Somboon）で，保証人はクン・ピサンサンカキットであ
る6年（前頁写真参照）。
次に，20歳直前の1946年5月にタマサート大学に進学したヌオン・チアの，大学での学業成績を見
てみよう。
ウドムやプラチュアップによれば，当時のクマサート大学は最短では3年間で卒業することができた
が，学年毎に合格すべき科目が定められており，単年指定の全ての科釦こ合格しない限り，上の学年に
は進学できない仕組みであった。中には3年かかっても，1年生の単位取得ができない人もいた。クマ
サート大学の科目は，科目毎に配当点数が異なった。例えば，「書法」のように30点くらいの重い科目
もあれば，一方で「選挙」のように10点程度の軽い科目もあった。学生は試験を受ける毎に，各受験科
目の科目考査料を納入した。これが大学の唯一の収入であり，実質上の学費であった。その額は重い科
目では高く，軽い科目では安かった。全科目の試験に合格して卒業する前には，面接試験が実施されて
いた。
ルンロートは1946年5月にクマサート大学登録後，同年10月に最初の試験を受けた。第一学年で
取得すべき科目は，「基礎知識」，「自然人法人」，「刑法第一部」，「憲法」，「選挙」，「裁判所法」，「物権」
の7科目である。「1946年10月1日試験，学士課程第一学年生の筆記試験・口頭試験の成績表」によ
ると，ルンロートは7科目全てを受験したが，合格したのは刑法第一部と裁判所法の2科目のみであっ
た百㌢‾‾‾さあ蔵宿衰膏克‾盲画面 例外的に7科目中6科目に合格した者もいるが，学生の多くは7科日中
2～3科目の合格であるので，ルンロートの成績は平均的なものであったと言える。続いて1947年1月
の試験では，残る5科目全てを受験したが，合格できたのは「自然人法人」と，「選挙」の2科目のみで
あった70。
一年後の1948年1月の試験では，残る3科目を受験し，「基礎知識」，「憲法」の2科目に合格した71。
一年生指定科目中，残る最後の科目，「物権」には，1948年10月の試験で合格できた72。即ち，1946年
5月1日にタマサート大学に登録後，2年半を要して一年生の指定科目，7科目全てに合格したのであ
る。特に1947年1年から翌年48年10月までの2年近い期間の単位取得のスピードが遅い。
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筆者がウドムにこの成績結果を示すと，ウドムは次のようにコメ、ントした。即ち，ルンロートは，政
治活動と公務員としての仕事のために，学習時間が少なく，なかなか合格できなかったものと考えられ
る。もし普通に勉強する時間があれば，合格できていたはずだ，と。47年は，前述したようにルンロ‾
トがルアムらの指導するタイ青年会の運動に参加した年であり，また，48年初前後は，大蔵省中央会計
局に就職した時期でもあ凄。1947，48年のルンロートは，学業に専念できるような環境にはいなかった
に違いない。
しかし，クマサート大学第2学年に進んだ48年末から50年初にかけて，彼は俄然学習に精を出した
ようだ。
二年生の指定科目は次の8科目から成る。民商法関係の6科目，即ち「法律行為・債務」，「担保」，「売
買」，「賃貸借」，「借用」，「代理」の外に「刑法第二部」と「行政法」である。彼は，48年10月に第一
学年指定科目全てに合格してから1年3カ月後の，1950年1月に第二学年指定全科目を受験し，「売
買」を除く7科目に一気に合格した730これは1950年始めまで，彼が依然クマサート大学卒業に強い意
欲を持っていたことを示↓ている0－一夕マサート大学で学ばなければなノら－な山科臣の殆どは資本主義社金一
を対象とした技術的専門的な法律科目であるが，彼はこれらの科目を次々に受験している。1950年は，
大蔵省の中央会計局の公務員を辞職し，外務省の採用試験を受験し外務省に就職した年である023歳の
彼は1950年のある時点までは，「タイの大学を卒業してタイで高級官僚になる」ことを，今後の人生の
選択肢の一つ，しかもウエイトの高い選択肢として大切にしていたように推測される。この年に彼が共
産党に入党したことを以て，彼は，高級官僚への可能性を自ら断念したと断言するのは早計にすぎる0
何故なら，本稿で見たように，学生時代にタイ共産党に近い位置にありながら，その後高級官僚になっ
たニコム・チャントラウィトゥン（内務省労働局長）やスティー・ナートウォラタット（商務省外国貿
易局長，商務大臣）などの例もあるからである。
とは言え，1950年のある時点で，彼はその将来設計を大転換した。前年と同じ程度に努力すれば，あ
と1年ほどでタマサート大学第3学年の指定科目の単位を取得し終えて大卒の資格を得ることができ
る可能性が，現実味を増した時点で，彼はクマサート大学での勉学の継続も，わざわざ試験を受けて採
用されたばかりのタイ外務省の公務員の地位も突如として捨て去ったのである0
1950年10月の試験で，彼が唯一残る二年生指定科目「売買」科目を受験したかどうかは，偶々この
回の資料がクマサート大学文書館に保存されていないために不明である。記録が残る1951年1月の試
験の受験生リストの2年生にも3年生にも彼の名は兄いだせない74。
11．どうしてタイを去ったのか
ヌオン．チアは3年制のクマサート大学に4年余在籍し，第二学年指定科目に殆ど合格し，卒業まで
1年余を残すに過ぎなかった。しかし，彼は大学を卒業することなく，また採用されて1カ月しか経て
いないタイ外務省を退職して，1950年後半に，バンコクから突如姿を消した。タイ国籍を有し，同時代
の地方出身のタイ人中学生，大学生と何等変わることのない8年間のバンコク生活を過ごし，タイ人エ
リートになる軌道に乗ることに成功し，少なくとも一時期はタイ社会の中に自分の将来を描いていたよ
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うに見えた，24歳のルンロート・ラオディー（ヌオン・チア）は，1950年後半カンボジア解放の闘争参
加のため祖国に旅立った。彼を旅立たせて理由は何であろうか。
冒頭でタイ人女性記者NusaraThaitawatがヌオン・チアとのインタビューをBangkokPost紙
（2006年4月18日号）上に発表したことを紹介した。筆者は，彼女がヌオン・チアの発言を他の資料
と照合して検証することを怠ったため，ヌオン・チアの記憶違いをそのまま事実の如く書いていること
を批判した（注6参照）。同じ記事のなかで，ヌオン・チアがタイからカンボジアに旅立った理由につい
ては，彼女はヌオン・チアの発言には依らず，自己の推測に基づく非現実的な解釈を加えている。彼女
の説明によれば，ヌオン・チアは1947年（ママ）に外務省の職員採用試験に合格したが，外務省で与え
られた地位は前の大蔵省で与えられていた地位と同じ最下級の書記の地位であった。外務省がホンモノ
のタイ人には与えている専門的な地位を，自分には与えなかったので，ヌオン・チアは，不平等な処遇
に不満を抱いて三年後の1950年にタイを去る決心をしたというのである75。
彼女の書くヌオン・チアの外務省入省年は3年も事実と異なっているだけではない。彼女の解釈が無
理な－ことは，一一1950年当時有効であった1「1942年文官規則猛」76－の裁定を読めば一目瞭然である。周法
は，一般職国家公務員採用試験を受験できる要件の第一としてタイ国籍を有すること（第31条）を挙げ
ている。一般職国家公務員には，最下位の4級官から，3級，2級，1級，最高の特級まで5階級あり
（第7条），また，職位は，下から書記（Samianphanakgan），係付，係長，課長，部長，局長，事務次官
の7種がある（8条）。書記職には4級官を任じ，係付は4級官11号以上もしくは3級官を，係長は3
級官もしくは2級官を，課長には2級官もしくは1級官を任じる（第25条）4級官ト3号の受験資格
は中卒，4級官7号の受験資格は大学予科卒，3級官の受験資格は大卒もしくは4級官6号以上に5年
以上在職したものである（第35条）。
以上の法律の規定から，次のことが判明する。即ち，タイ国籍を有するタマサート大学在学中の者は，
大学予科卒の学歴資格で4級7号官の採用試験を受験することができる。合格した場合は，任じられる
ポストは，一番低い書記職に限られている。予科卒学歴のまま5年以上在職するかクマサート大学を卒
業して学位を取得した場合，3級官の試験を受験できる。合格すれば，書記（Samian）職より一つ上の係
付のポストに任じられる。
すなわち，1950年時のルンロート（ヌオン・チア）には，大卒の学歴を得るか，書記の職に少なくと
もあと2年（既に在職した3年を加えると合計5年となるので）在職しない限り，法律の規定によりど
の官庁を受験して採用されようとも，任じられることのできる職位は，書記以外はあり得なカ去ったので
ある。これはウドムやソムクワンなどの「ホンモノのタイ人の」場合も全く同様である。彼が「ホンモ
ノのタイ人ではない」ので，外務省で差別を受け書記ポストしか与えられなかったのではない。抑も彼
はタイ国籍を有していたので国家公務員採用試験を受験することができて，採用されたのである。多様
な民族種族からなるタイにおいて，官庁がタイ国籍を有する者に対して，民族種族的違いを主要な理由
として差別することは普通では考えられない。（勿論，人脈やコネはパパを効かすであろうが。）当時の
彼の学歴と公務員在職年数では法律の規定上書記を超えたポストは望み得ないのである。タイ国籍の
法律家として大学で訓練を積みつつあったヌオン・チアにとって，これはあまりにも自明なことであっ
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たであろう。
タイ人エリートとして生きる道を捨て，敢えて苦難の道を選び，カンボジアの故郷に戻ったのはどう
してか。より事実に即した説明が必要である0当時のヌオン・チアの心にあったものは，カンボジアへ
の熱烈な祖国愛以外に何かあったであろうか。
おわりに
本稿は，従来殆ど明らかにされていないヌオン・チア（バンコク時代の氏名は，ルンロ‾ト．ラオ
ディー）の，16歳から24歳（1942年－1950年）までのバンコク時代を，極力正確，詳細に明かにしよ
ぅと試みた。そのため，筆者はヌオン・チアと直接インタビューを実施し，それによって得た彼の証言
を，1940年代後半に彼と活動を共にしたサノ・パーニットチャローン，ソムクワン．ピチャイクン，ウ
ドム．チャローンラットなどの元タイ共産党との直接面談で得た証言や関連資料と対照し，かつ彼が在
学，在職したベンチャマボピット学校，クマサート大学予科，タマサート大学，タイ外務省が保存する
一次資料とも対比したb　‾
上記の調査によって，明らかにしたヌオン・チアのバンコク時代は次のように要約できる。彼は
1926年7月7日にバッタンバンで出生したが，バッタンバンが1941年にタイ領に復帰し，タイ国籍
を得た後，バンコクのワット・ベンチャマボピット寺に住む同郷の僧侶を頼ってバンコクに上京した0
同寺の僧房を住居とし同寺付属の学校で1942年，43年度の二年間を学び，中学を卒業した。バンコク
で用いた氏名は，ルンロート・ラオディーである01944年初めに中学卒業後，直ちにタマサート大学予
科（2年制）に進学した。同予科の第7期生であり，比較的優秀な成績で1946年初めに予科を卒業。直
ちに1946年5月1日にタマサート大学本科に登録した。
当時のタマサート大学本科は最短3年で卒業可能であったが，彼が1年生の全科目（7科目）全てに
合格したのは登録後2年半を経た1948年10月である。これは1947年に彼が共産党員の学生ルア
ム．ウォンパンに勧誘され，共産党系の「タイ青年会」の活動に参加したこと，および1947年末か
1948年初頃に大蔵省中央会計局出納課に国家公務員（職位は書記）として就職したため，時間的余裕が
なかったためであろう。1947年の「タイ青年会」への参加は，彼にとって最初の政治活動の経験であっ
たと患われる。政治活動や職場で知り合った親しい友人には，既に共産党に入党していた者もいたが，
彼は1950年まで入党せず，4年間を共産党系の青年運動の周辺部で過ごした0
48年10月にクマサート大学第一学年指定科目全てに合格してから1年3カ月後め，‾1950年用
に，彼は第二学年指定全科目を受験し，「売買」を除く7科釦こ一気に合格した。彼がクマサート大学で
学んだ科目の殆どは資本主義社会を対象とした法律の専門科目であった。1950年に，彼は大蔵省で職
場を共にするウドム・チャローンラット（クマサート大学生）の紹介でタイ共産党に入党した0彼はウ
ドムを長とする3名からなる職場細胞のメンバーとなった0その後，同じ年に彼は外務省の採用試験を
受けて合格し，大蔵省を辞した。しかし，外務省も在職僅か1カ月で退職し，タマサート大学での勉学
も3年生科目を学ぶことなく放棄し，カンボジアの反仏闘争に参加のため帰国した。
本稿ではヌオン・チアのバンコク時代を明らかにする過程で，彼と関係があったもしくは時代を同じ
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くしたタイ共産党員の党活動の履歴についてもできるだけ詳しく書いた。本稿が名を挙げた共産党員
は，①華人系党員，②タイ人で高学歴の党員，の二種類に分けることができる。①に当るのは，ウィロー
ト・アムパイ（貴君玉），ウラット・アンカターウォン（洪書従，北京名「張遠」），ウドム・シースワン
（姓は史，延安では「高漠」），ソン・ノッバクン（余松），ダムリ・ルアンスタム（呉経書），ニット・ボ
ンダープペット（伍勤英）らであり，②に当るのはプラサート・サッブスントン，ルアム・ウォンパン，
チャローン・ワンガーム，サノ・ノ1－ニットチャローン，ソムクワン・ピチャイクン，ウドム・チャ
ローンラット，などの人々である。
①はタイ生れの華僑の子弟であり，戦前のバンコクの華僑学校（黄魂学校，崇葺学校，新民学校，中
華中学など）で初等もしくは中等教育を受け，華僑学校の中共系中国人教員の影響下に1930年代の終
わりから共産党員として活動をした中国系の人々である。②は①と年齢的には大きな違いはないが，タ
イの地方県の生れで，バンコクで国立の中高等学校で教育を受け，1945年以後①の影響によって共産
党の活動に加わった人々であり，タイ人の共産党党員としては初めての世代である。タイの共産党は，
1920・年代末に活動を開始して以来，メンバーは華僑・華人，ベトナム人が大半で竜っセ云共産覚僧，L指
導者となるようなタイ人の獲得を重視していたが，それが実現したのは第二次大戦後になって②のタイ
プのタイ人を獲得することによってである。
ヌオン・チアは，クメール人として両者とは別の第三のカテゴリーに属するものではなく，正に②グ
ループの一人である。彼はバンコクで僧坊に居住し，中・高等教育を受けたが，これはタイの地方出身
の学生たちと全く同様である。また，タイ国籍を有する彼はクマサート大学本科に進学後は，大蔵省，
外務省に国家公務員として働いたが，これもタマサート大学に学ぶ学生（含む共産党員あるいはシンパ）
には通常のことであった。ただ，彼は常に祖国カンボジアに深い関心を有した点で，他のタイの地方出
身のクマサート大学生の共産党員やシンパとは異なった。それ故，ルンロート・ラオディー（ヌオン・
チア）は，1950年に24歳で別の道を歩き始めたが，それ以前の彼は，間違いなくタイ共産党のタイ人
第一世代の一人であった。
i主
1DavidP・Chandler，BγOtheγNumberOne：A　もIiticalBiogrqphyqfmlIbt（RevisedEdition），Westview
Press，1999，p．54
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3　www．ahrchk．net／news／mainale．php／ahrnews＿200106／1022／
4　タイ文字をローマ字表記する場合，いくつかの方法がある。RungloetLaodeeというローマ字表記も可能であ
る。
5　www・dccam・Org／Archives／Documents／Biography／Nuon＿Chea＿ChronologyJTinal．pdf
6　少々長くなるが，NusaraThaitawatが，2006年4月17日付けで，DocumentationCenterofCamb。diaの
HPに書いているNuonCheainbriefおよび2006年4月18日BangkokPostの記事の誤りを指摘しておき
たい。まず，NuonCheainbriefに関して，1944年の項に“EnrollsatThammasatUniversityunderthe
nameRungleγtLaodi，Shortlythereafter，joinstheYouthforDemocracyMovementofThailand，under
theCommunityPartyofThailand（CPT）．’’と記しているが，1944年にはクマサート大学に入学したのでは
なく同大学予科（2年制）に入学したのである。また，ヌオン・チアは筆者に対しても1944年に民主青年運動
もしくはタイ青年会の運動に参加したと語ったが，本稿が明らかにするように1947年の誤りである。1945
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年の項には，“QuitsThammasattoworkfortheComptrollerGeneralDepartment，FinanceMinistryin
Bangkok．”と記すが，この年にはヌオン・チアは末だ予科生であり，クマサート大学に入学さえしていない0
彼は本稿が明らかにするように，クマサート大学に在学し続け，1950年にタイを発つまで中途退学したこと
はない。また，彼が大蔵省に就職したのは1945年ではなく大学に進学した後の1947年末前後である。更に，
1947年の項に“OrdainsforoneseasonatWatSamrong，Chachoepgsaoprovince（eastofBangkok），then
returnstoBangkok，WantStOjointheForeignMinistry．However，deniedaprofessionalpositionand
insteadgiventhesamelevelclericaljobasheheldattheFinanceMinistry，decidestoquitworkingafter
onemonth，tOjointhenedgingpro－democracystudentmovementinThailandandtheCPT・”と記して
いるが，タイ外務省の記録からヌオン・チアが同省に在職したのは1947年ではなく1950年である。また，
大蔵省時代と同じ下級の職しか与えられなかったので憤慨して辞めたと推測しているが，これは本文で述べる
ように大きな誤解である。BangkokPostの記事の中でも同様の無理な解釈を述べている。それにヌオン・チ
ァがタイ共産党に入党したのは1947年ではなく1950年である。加えてBangkokPostの記事は，カンポジ
ァ人のジェノサイド調査者にクマサート大学がヌオン・チアの学業記録の情報開示をせず，非協力だと批判し
ているが，彼のタイ名さえ判れば，同大学のアーカイブズで比較的容易に調べることができることは本稿で示
す通りである。
7　調査は2005年前半までにほぼ完了したが，その直後から2年半バンコクの国立公文書館，国立図書館におい
て，タイ華僑史および日タイ関係史資料の調査に没頭することになったため，本稿執筆のための時間的余裕が
なく今日に至った。
8　この調査施行には，＿当時アジア太平洋研究科修土2年在学のカンギジ＿ア人留学生QurnPbeakiny＿氏奉京外
国語大学菊池陽子専任講師，神戸大学伊藤友美専任講師が同行した。
9　この点に関して，ヌオン・チア訪問に同行した伊藤友美氏の次の論文を参照されたい。「カンボジア仏教：二つ
の共産主義政権の経験と社会への関わり」，『国際文化学』（神戸大学国際文化学会），第10号，2004年3月，
pp．17－35．
10　筆者の推測では「劉」姓だと思われる。
11当時のピブーン政権は独立国タイの優秀さを近隣のフランス殖民地の住民に向け宣伝していた。
12　タイでは仏暦2480年（1937／38年）から，中等教育6年プラス大学予科2年制を開始した。それ以前は，中
等教育は8年制（8年卒はマタヨムポリプーンという）で大学予科は存在しなかった。マタヨムポリプーン制
度は2481年で廃止された（NationalArchivesofThai1and（以下，NAT）Ko・To・43・24／118）クマサート
（当時はクマサート・レ・ガーンムアン大学「法学政治学大学」と称した）大学の予科一期生は仏暦2481年
（1938／39）入学で，7期生は仏暦2487年（1944）入学。
13　ニット・ボンダープペット（NitPhongdapphet，1927．3．31－2000．10．5，中国名は，伍勤英），バンコク生で，
虞肇公学から1937年に中華中学に進学したが，1939年8月に中華中学がタイ政府から強制的な閉校処分を
受け，失学した。『泰国中華中学校友会特刊，1993年』pp．238－239，には，「初中第13級全班同学名単」中に
伍勤英の名があり，通訊地址は，「中国北京人民広播電台泰文部顧問」となっている。ニットは戦争直前にコー
ラートで共産党の活動を開始し（InterviewwithDamriRunagsuthamatBangkokonllSept・2004）戦中
は抗日運動に参加した女性党員。1952年に中国へ渡り，1959年から北京国際放送勤務した。1962－1967北
京の外文出版社，1967年6月から2000年に死亡するまで北京国際放送に勤務。（Am祝SO乃餓fPo乃gdゆ抽ef，
2000，p．1）』乃祝SO乃＜花fP加喝d唾画efには，ニットは1952年に中国に行ったと記されているが，1951年8
月の東ベルリンの世界民主青年連盟（WFDY）・国際学連（IUS）による世界青年学生祭典（The3rdworldFes－
tival。fYouthandStudents，Berlin，1951）に中国，ベトナム，朝鮮の代表団とともに，タイ代表団長として
中国，モスクワを経てベルリンに入っているから，1951年の7月には既に中国に滞在していたはずである。
141945年10月25日に週刊『マバーチョン』が創刊された。戦争中の42年から地下版が，出版されていたが，
それを公然化したもの。
15　UdomSisuwan（1921－1993．10．7），タイ北部のLampang県Kokha郡出身の海南（壇）系華人。筆者が，1992
年12月25日にウドム・シースワンにインタビューした記録（InterviewwithUdomSisuwanatBangkok
on25Dec．1992），および彼の火葬時の記念本（助郷祝α坤e乃A乃〟SOll肋α∽乃〟1曙娩祝乃g履0乃Sis祝紺α乃乃祝α乃g一
犯αiGα乃C坤α乃α肋S励4Dec．1993）などを主な資料として，彼の経歴を記すと次のようになる。彼は，1921
年生。（呉鶴川によれば，ウドムの娘からウドムの父は海南人，母はベトナム人と聞いたという。1994年1月
23日，呉鶴川との筆者のインタビュー，バンコク），16歳の時，ラムパ，ン県のアメリカ人のMissionschool，
KennethMackenzie Schoolの中学4年生程度を卒業。ラオスを通って北ベトナムのハイフォンに行き卓の
修理工や運転手に。ハイフォンで中国人の抗E］グループと知り合う。看護士（BurutPhayaban）に転職後注射
に行ったことがきっかけで知り合った中国共産党員の中国人の紹介で，中国赤十字の看護士として中国に移動
した。（葬式本では湖南省の国民党の軍隊の看護士）在中国の期間は，1939－1945年。1940年に中国共産党か
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ら延安にいる米人の英語通訳として延安に送られる。延安では文芸（Sinlap）と政治経済学も学ぶ。（葬式本で
は，1940年に政治経済学と文芸とを学ぶために延安に入り，1944年に山西省西部の外事部で働き，米軍情報
員が日本人捕虜を尋問するのを支援した。1945年初，日本軍に撃墜されたB29機の乗員救出のため敵後に潜
入する部隊に参加）。彼が筆者のインタビューで語ったことと，葬式本の内容とは一致していない部分がある。
更に彼が筆者に述べた経歴や葬式本の記述は，果して事実であろうかという疑問も残る。というのは，彼の遠
縁者は，ウドムはラムノ1－ンのミッションスクールで学んだ外に，海南島で教育を受けたと語っているし，サ
ノ・パーニットチャローンの筆者への話では，ウドムはサノに戦前にバンコクで活動していたと語ったとい
う。また，ダムリが筆者に語ったところでは，ウドムはバンコクの黄魂学校に学んだことがある。ウドムは
1938年当時バンコクで活動した可能性は高い。当時バンコクで発行された華字紙には「高漢」という筆名を
用いた，ウドムらしい人物の詩も掲載されている。例えば，『中華民報』1938年10月12日の副刊欄『椰風』
に「高漢」という筆名の人物が，抗日戦参加のため祖国に帰る決意を母親宛に書いた詩，「給我的蠣姻」が掲載
されている。続いて，「高漢」が書いた，バンコクから昆明への旅行記が華字紙に掲載された（『華僑日報』1939
年5月8日）。ウドムは延安で「高漠」という名で幹部訓練を受けたことは，『中国共産党通史，第4巻』（湖
南教育出版社1995年）からも明かである。彼が戦後タイに戻って最初から党幹部であったことを考えると，
彼は戦前の一時期ノヾンコクで活動していたと見る方が合理的ではないだろうか。
16　著者名はヌオン・チアの記憶違い。この書の著者はPho．NaSukhothaiで，タイ共産党のマバーチョン出版
社が1950年4月に刊行した。Pho．Na Sukhothai，Thang Ook Khong Thai，（Bangkok：Samnakphim
Mahachon，April1950，98p．）
17　Sanob＿Pha旦如baro印が英語から＿タイ語に初記した迅如わ牲S視軸由，6Dec．2804トp．3＿D＿、＿－＿　＿＿
18　PrasoetSapsunthon，Chiwathat，（Bangkok：RongphimUthai，Sept．1949，122p．）
19　著者のプラサート自身も『人生観』について次のように語っている。「本書は楽しい読み物としての価値しかな
く，重要な基本書，教科書としては使えない。書いた時はマルクス主義に十分な知識がなく，進歩的な立場の
自由主義の内容に止まっているからである。」（InterviewwithPrasoetSapsunthonatBangkokon16June
1981）
20　PocKhunについては，相場英治「1940年代におけるタイの植民地体制脱却化とインドシナの独立運動」，村
嶋英治，白石昌也等著『ベトナムとタイ』大明堂，1998年参照。
21771amniam7b．Mo．7710．Ko．（Bagbkok：RongphimMahawithayalaiThammasat，1952）pp．249－269．
22　両氏は1960年代に共に内務省の加速的農村開発局に勤務したこともある親友。
23　A乃祝ざ0乃乃〃α乃g乃αigα乃C短砂の招血豆∝少八物日酌紹ml析明抄短乳1995，p．47．
24　日刊Phuchatkan30March1995．
25　詳しくは本稿ソムクワン・ピチャイクンとの筆者インタビューの項を参照のこと。
26　クマサ，卜大学所蔵の学生台帳には，「入学登録，1944年10月19日」と記載されている。（Thammasat
UniversityArchives，（1）Mo．Tho．23．4．4／3，“SamutthabianMahawithayalai，ThammasatBandit，15026
－20000”，p．315）しかし，これは誤記であると思われる。何故かというと，』乃〃SO72m祝α乃gれαigα乃C／叫加地的
sqの悔相加抽l侮れg帥α犯，1995に，大学がルアムに支給した学生記録の現物写真が掲載されているが，それ
によれば大学当局は「入学登録，1944年7月19日」と明記しており，出願費も同日に納入と記しているから
である。
27　Thammasat University Archives，（1）Mo．Tho．23．4．4／3，“Samutthabian Mahawithayalai，Thammasat
Bandit，15026－20000”，p．315
28　ウィロート・アムパイの生家はバンコクのター・ティアンのアムパイ商店という卸問屋で，地方の小売店に商
品を卸していた裕福な家庭（InterviewwithDamriRuangsuthamatBangkokon13July、2005），ノ卓国名＿は
黄君玉。1931年10月に中華総商会主催でバンコクの全華校の代表による中国語，遥羅語コンテストが実施さ
れたが，遥羅語コンテストで高学年の部で最高点を得たのは，黄魂学生の貴君玉（『中華民報』1931．10．20，p．
18）。バンコクに開校したばかりの中華中学に進学したが，1936年3月同校のストに参加して退学処分を受
けた（『中華民報』1936．3．30）。このストは蓮羅共産党の指導の下に行われたものであった（欧陽恵述『バン
コク，延安，そして北京－老華僑共産党員の回想』（村嶋英治・鄭成編，近刊，参照）その後，逼羅共産党の
メンバーが牛耳っている華僑学校の一つ，啓明学校の教師（非常勤），1940年頃に組織された共産党のタイ人
小組の主要メンバーで，タイ仏印戦争時には徴兵された（前出ダムリインタビュー）。戦争中の1944年12月
23日に成立した，タイ共産党下の「反日大同盟」の書記長。ウィロートは，空襲が激しくなった戦争末期に
チュラーロンコーン大学夜間新聞学コースが一時閉鎖になるまで1年半同コースに学んだ。同コースは1940
年に開講し一期生200人ほどが入学，毎年200人近い受講者があった。2年コースで，大学人学資格のない大
学予科在学生や専門学校生など中学6年卒程度の学歴の学生も受け入れた。しかし殆どは修了証を得ること
なく辞めた（KhanaNaksuksawichakannangsuphimChulalongkornMahawithayalai，mChakannangs－
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